
養殖部



 くろちょうがい.室内採用試験

 再召和24佐に開始された本県ρくろちよう半径真珠養殖事.業は、26～30隼栗g盛期には10
 万個近くの母貝を採取して挿核養成されてレ吹が,特有の病害で大量的を異状へ一死が発生するよ
 うに在って.35年頃から急激に衰微してきて,最近てば2,3の業着が小規模率がら継統してい
 る現状でIこの太県特産業が事業中止叉は縮少の羽目に陥っ定遠因は,挿核母貝を天然貝に依存し

 ていたことで,稚貝時代から養成した母貝が計回的に調達そ=きれぱまだその前途は明るいものがあ

 ろう。

 室内水槽で、くろちよう稚貝を採苗・する試みば,大島分場で打つだ36～38年度には成功して

 いるが、本場内実験室で打つだ場合は.飼育海水券よび管理.の面で思わしく在く各年とも擦、苛で一き

 ていない。そこで太年度は,くろちよう遊いが生育している土地で実施しようと.坊津町泊浦で試

 験したところ若干の稚貝採甫ができた〇三

 ここに.餌料生物を分譲して下さつ走東海区水産研究所,一梅林脩技官と。実験場,所を樫洪してい

 ただい走坊津水産株式会社杜長大原政彦氏に深甚の謝意を表したい。

 材料.と方.法

 人工受糖用一母貝はア月中旬,坊津～枕崎地先海面で採取し,・糖浦荒所地先海面に垂下していた3

 ～5生貝で,受精の都度生殖腺の充実したものを弁別して使用し走。

 人工受・精ば生殖腺から切出した卵をN/1σN巨40Hの1,2～1,4%海.水中で活性1ヒした後媒精

 し.正常発生したD型幼生を飼育水1Z当り5・00個体あて収容して飼育し衣;一
 飼育容器は15Zガラス水槽を使用し,栢首水を適宜流水とした水浴中に収容して温度上昇を防

 止し走ほか.9月下旬以・降はヒーターで水浴申の温度を26～28むに傑っようにし走。

 管理としては。毎日飼育海水の1/2～1/3を換水し,1日数回飼育水の擬絆を行在い.遠沈し
 た観生物を給餌した。飼育海水は泊浦湾口から採水してきたものを使用した。

 給餌し走餌料生物は次のと巷りで,3種以上を等一蚤づっまぜて,飼育永1腕eあたり8x,0目
 Ceユ1sに在るよう計数投与し走。

①Nannoob1oriポsP⑦・Skeietonemacostatum

 ②Duna工ie1Ia・te「七e61ecta⑧一U12
 ⑧Chaetocerosoa1oitr舳s…

 ④Cyc1ote口anana

 ⑤phaeodac七ylu耐trioornu七um

 ⑥Monochrysi昌.1utheri

 なお。浮遊幼生から付着生活にぱし(り,殻長1π堀以上に成養し先ものは,パイレン織甑いれて
 泊浦荒所。及び網代筆奉海面に垂下。して養成し、殻長1獅早†φものは大場実験室に糊討,引続
 き飼育した。

 結果及び考察

 1,飼育採苗の経過

 8月8日。11目一9日。21日。23目.26日.31塵の7回,人工受精を行友い,正
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 常に卵割発生した幼生を飼育したと一こら,歩1回の幼生は.殻長の隆起するまでに大半が減耗し
 て中止したが,他の6回分亭すべて付着任貝に達し走。
 一しかし.浮遊幼生の成長は。大島分場で打つだ例よりもムラがあり,受精後事g具.を経輝レて
 も在券浮遊生活をしているものがあり・叉全般的衰傾向として・生殖腺は充雫レているが不整形
 卵が多く,受精遠はいずれも50%以下という低塑であったが・方1表のと華り・飼育容器全部
 で合計1519個の付着任貝を採苛できた。

歩1表水槽別付着仔貝数門

       厩一一一一       受精月日付着稚貝数       審尋1醐<1伽>合計簾考       SL2π掘く

       1籾一11343203249

       2一11529589236

       3一19325555142

       4一21195672147

       5一213947196282

       6一233521142198

       7・262186282

       8r・引2453106183

       含計20638892515191ππ以上ρ存貝594個を自然海面
       いかだに垂下。.

;1

 2.飼育餌料について

 今鉦度始めて使つ走のぱ.Phaeodacty1u㎜tricomutum、、Cyo1〇七e1la
 nanaISke1e七〇nemacOstatu㎜,U12、の4種で.光2表に示し走ように、全

 。。容器についセ3種以上を等量づつまぜて与え走が、幼生の成長及ぴ付肴仔星数の多かったのは,
 浮遊幼生初期にはNa-mocb1oris+Chae七〇ceros+Ph1aeod㍗ty1u砕・94
 短を与え.浮遊幼生後期から付着仔貝までぱDuna1ie1Ia+Chae主goFros+Pb-
 aeodaoty1u皿十Ske1etOnema4種をまぜたものであるo最喝悪いのぱ.初期に
 N6{nooh1oris+Monochrysis+Duna1ie11a,後期以後にぱNannoch-
 1oris+Duna1ie亘1a+Ske1etonemaを与えたもので.昨蛙度の婁例からしても

 Monochrysisぱ,くろちよう幼生の餌としてぱ不向きと思われる。しかし、同じ組成の餌生

 物を与えても,幼生の成長。仔貝の付着率にぱ不均一が生じて券り、負晴採苗の成否ぱ。.餌生栃
 以前の聞題,いわゆる卵の熟度,ひいてぱ健全在幼生の確傑でぱ在いかと考える。

第2表水槽別給餌生物

   水糟番号D型幼生～殻頂隆起幼生(SL140u)殻頂隆起幼生～付着仔貝
   ・1Na皿ユochヱoris+Pbaeodae七y1u㎜十Cyo1o士e1王aDuna1ie11邑十Phaeodao敏1・㎜十CycIoteua
   2}Ja掘noch1oris→一P'naeo己acty1uIn→■C㎏etocorosD1」nahe11a+Pbaeodac蚊1um+Cbaeもoc鉗os
   31Nar=]ユoch1oris+Phaeodacty1u血十Chaet㏄erG昌・一蝸㎞舳…布
   4.Na1㎜och1oris+Pbaeodao故1iユm+一Cy.1。七。11。D㎜・1、。11邑十肋。。d。。・。1.m+c。。1。務■

 ・舳・・㎞舳…布
 D㎜・1、。11邑十肋。。d。。・。1.m+c。。1。務■
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   水槽
   番号P型幼生～殻頂隆起幼生(Sレ140u)殻長隆起幼生～.付着任貝
   5Na邊no曲1oris+ξhaeodac七y1u㎜十・.   q坤t㏄岬叶ρy出も・王1・.D㎜1i・11・十Ph…曲物I由十C㌔・・鮎m・十Sk61e七〇固毘
   6蝸m伽岨i・十Ch・舳・圭6峠Cチ細・11・一D㎜1ie1工a+Ph舵。dactyIu㎜十Cbaetoce醐

   ■十Cyc1〇七e11a   N飢⑰ooh1oris+D・一ma1ieI1a+MonoohエysisN班固。cbIoris+DmaIieI1a+
   S.ke1eton餉・6一

   8Pb乏嶋。dao勾・1um+Chae亡。ce干。s+Cy・1・t・11・1Ph…d・・故1・皿十9与・・加…糾C凶6t・11・十Ske1et碗ema
 36毎度以降昨生度までは、2種のMixに限られ今存度始めて3～4種を等量混じたがユ硅藻

 類が多かった定めか、飼育容器の壁あるいは底には残飯叉は排泄物が凝集沈澱'し,これらの除去

 に福当の労力を要し走。ガラス容器であったため識別がよくでき除去も容易であったが,これが

 不透明在ものであれぱ.管理ばか在り困難ではないかと思われる。

 己浮遊幼生の撰餌量について

 過去行ってきた飼育管理として、昼間飼育水の1/2～1/3を換水し.1目に3～4回静かな
 上下授搾を行凌い,餌ぱ1ア～19時頃全量を1時駒に飼育水1腕脇たり5,000～8,000CeI1s

 に在るように湖口して亭たが,この管理方式がより合理的であるかどうか。.Iまず浮遊幼生の摂餌
 量について.昼,夜間別に予備実験してみた。

 実験に供し走餌生物はDu叩Iie1工atereo1ec七aとNan{ochlo-rissP.の2種
 で,幼生の大きさは170u内外のUmbo-Stagoのもので1Zのビーカーに正確に100個

 体あて収容し,実験開始時の餌生物の濃度は飼育水1棚あた立約10,000Ce11sに在るよう加

 え,18時から6時までの夜間と,6蒔から18時ま.での昼間に券け名実験海水串の餌生物のI減
 少量から算出した6別に餌生物だけ加えたビー一カーを対照としたカ….血ter七eo1eotaの場
 合では昼間ぱ10,800-Z800=3,000ce11s。夜間そば2ア00二4,三00二5,500Ce11sとな

 り・Nan山.oh1orissP;一てば・昼間が11,400-Z600…3,800Ce11s。夜間には
 11,600一印。o=6000Ce丑工sとを貞,いず牟今夜間の減少量が多く在っている。このことは
 牽敵顧量が却ことを示すもので・夕方鱈を師加して宇る現在の方法はか劫妥当性を呑ぴ
 先もめと芦阜釦走だ～これば1回だけの実験結果であり1二しかも浮遊幼生が餌摂取を変えるかど

 う幾驚驚㌘く幾簑急驚喜鷲簑1:二ζ㌘こと呼であ千
 4.付着任貝の海面拾よび室内水槽での養成一

 前記したと拾久今鉦度は幼生の成長にムラがあって,付着手活にはいるまでに長時臼を要し
 走走め,坊津での室内飼育を中止した10月{5日には、まだ付着生活に入った当初のものもあ
 って。自然海面のいかだに垂下し走のは。撃長1榊以上の5.94個で。2-5メッツニ・のハハ/シ
 網を張った4・・…1・α刑の籠気個に分けセ入れ。そ紬更に金網籠に収容して2媚に吊
 下げ走。その後12月下旬まで4回軍掃除し走ほか。11月`目一.2月1畑仔貝測定を行っ走
 が,11月4日には大半の仔貝がべい死あるいは逸散し十{籠当:一カ100一個以下に減少し一一う
 月14日には6.p個内外に減耗した。これば海出しの際の仔貝身王小さすぎたことと、籠掃除その
 他管理がよ./卿㍗女ことのほ純・寵内1㍗ムシ類が浸入してい走ことカ・ら・この食
 害もあるのでぱ花いかと思われる。

 海出ししえ仔貝①成長は一1月14日最大殻長Z9㎜.平均・5.2榊.12月14日には最大
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 14.8π腕、平均8,5肌掘に達したが,37年度大島繍起地先へ海田し先ものより遭い。

 10月15甲までに殻長1π昨達し左かった9全5個の行員は二太揮乗鞍室に持帰り・引続き
 室内で循紡式として飼育し走・'即ち・・'O則6目か・ら11㍗.日日・き碑・1・犯飼育鰐
 砕存貝あ付着し㈱循環式と㌧、!・ギ1戸からは2芦メ.舛gパψ網で作った
 ・W1苧。1・伽の籠・個に分け入れ・テの鮭・・熔批去レン水槽た吊下げ叩三循
 環式として食事育し牟。
 給餌鋤賦h…d州・1肌q・“i・t・岨U1・・S上・・1{・・㎜・・D・・且羊i・1斗・

 一の5種で.1夕方にをつてから昼間の循環を止めて蓑引水・フm当Iり・1・04あで大体奪量づう添加し・
 一海氷ほ4～ξ一日毎に20Zあて換水'

 ←たほか・2～3日毎に辱に沈澱し1
 '牟排泄物叉は残飯を吸出レその量
 一だけ別に添加し走。一飼育容器はヒー

 ターを入れ走水浴申に収容し
 24。±2℃に調節したが.1月7

 日に至ってヒーター故障で漏電し,

 大部分の存貝が蘭殻して衰雫した牟.
 め.室内水槽での越冬飼庸は中断せ
 ざるをえ在かった。この間の日数は

 84日闘で、半月毎に測定し走行員

 あ成長壷は歩1図に示した。飼育開
 始当初.平均殻長0.8肌祠のものが,.

 12月下旬には4・5冊πに成長したが

 一念晴期間が進むにづ光セ最大,最小
 の差が著しく在り.坊津地先へ海出

 したものより,小型ρ章あを飼育し
 たとはいえ、かなりめ較差がみられ

 る。この海田し郡との成長差は当I然

 予想していたこ.とであ一るが,浮遊幼生時代から成長のすぐれた個体を選び,循環方式でなく温度

 調節された海水の師水方式で節庸すれば.海面とぽ大した差異のをい成長をすろのでは安いかと
 考えられ・I今後の研琴課題とした氏今向ぱ・実験海水にも事欠意;一しかもP五の低下。喬比重
 といった飼育水の条件悪化も・手康て所期の目的は達せられ衰かった。

摘 要

 (且iこの採苗試験は坊津町泊で行っ走。'

 〔2iNH40干海††で媒精し岬発生し雌雫小鯛で畔し・・1519個の仔貝を採苗で
 きた。

 1曲I一鮪釦料とIしそア種類を供試し名水:畔も・種以上を導釧i.・.しで寂走が・最も幼宇の
 成長'付着塞の一よかつ走のは4種をMixした水喜であった。
 14)浮遊幼生の摂餌量は目南よち夜藺の方が多く;給餌時間は現行方式でよいと考えた。

 (・〕縮仔貝のうち1械以上のもの嚇織榊海出しし・1禰以下のものは実験会内の郷坤
 で飼育し84日間で中断した。

第1図  室内循環水糖での仔貝の成長率



 1611溜出し仔貞券よび室内飼育仔貝の成長蓮を示した。

 文・献一・={一1'二・・一・一=二

 1,鹿児島県水試事業報告:聯口36～38年度

瀬戸口勇
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 クロチョウプブイpinota.da.mar窯a.土itifefa伍innae皿s)
 病審の予防措置について(第w報)

 ※前報にて薬液浸漬処理法による群別病変異出現が。菌の薬剤感受性実験結果とほ史同じ傾向が
 認められ走ことから,これをさらに追試するとともに,今回は挿核手術までの母貝の休養条件をω
 無理させ潅い場合,(E無理させた場合の2群に区分し,また薬液浸漬回数を強化し(前回2回今回

 3回),浸漬時間ぱ60分聞`前回分1回20分,米2回90分)とした。また供試録貝1貝に対

 する挿核数は平均1-3個(前回1.9個〕で,使照核のサイズは12脚～15鯛の半円核でこれを母
 貝の大小により区分して常法によって襯亥し走目供試母貝数ぱ195個で.これを4群に分け。う

 ち薬剤処理(2群)99個,対照(2群)93個。病員。3個であった。供試貝は薩摩郡里村地先産
 で繰取後1～2日間現地蓄養したものを矛1回ア月26目に78個を船便～トラック輸送にて,桜

 島水族鋸外池に仮吊りし,8日後の8月3日トラックにて試験地川辺郡坊津町泊に運搬して試験筏

 に垂下した。この間へい死貝はをかった。歩2回は里村から米1回1同様方法で8月2日に131個

 を試験場・に運び,いったん新港内側岩壁に3日間仮吊り後8月6目桜島に移し7日間の仮吊り後8
 月13日前記試験地に運搬して宏吊りし走。この聞にへい死貝7個。病貝16個があった。

 歩1回薬液・処置一はω拾よび働ともに挿核した8月17目で,前回同様柱差しの凄ま行在った。し

 走がって倒群の場合試験地以外での仮吊夕坤間ば8日間で・場所ぱ1カ所であったが・⑭群ば仮吊
 り11日間で2カ所で,試験地太吊りては阻)群14日に対し⑭群は僅か4日間で挿核処置.されたこ

 とと在った。以後薬液浸漬は米2回を8月22日,歩3回を8月27日に具立て式にて行宏い処理.

 間隔は各5目とした。また中間開穀観察ば9月19目に行ない,12月13目全部を取り揚げて試

 験を終了した。仮吊り、太吊り.捨よび挿核。処置.状況を表Iに.群別病変を表皿に、浜揚げ観察

 結果を表巫に,また群別異状隆起居形成を表wに.それぞれ示した。

 今回の試験結果としては,1一供試母貝の健康回復が試験終了時まで認められなかったこと。2.各

 群とも縁辺部室たは核周辺附近に極度の異状隆起屡を形成したものが認められ走こと。3.商品価値
 の珠が凌かったこ』4.病変員数はPenici11in処理群4/32個.Penici11in+

 StrePtomycin処理群10/49個.挿核無処理群。4/48個、綱亥無処理群1/32個で前回の

 薬液処騨群では皆無であったのに比し,今回は各群に認められたとと。特にPenici11in+

 Streptomycin処理群に高い値を示し、かつ.対照群の挿核蕪鯉麟よりも萬かつ走こと。
 5ω値)別の病変カ。㈱に多く認められたことがあげられる。㌧

1図

各群別垂下位置図

ムおよびBとも

 各鋳の問距ぱ1m



 （表１)

 供試貝の管理経過
        I■

        採取月日と1回数1仮吊
        区分

        採取個数1次2次3次日数へい死数

        ω昭和40隻7月24目78個里～桜島726～8.28目在し        ㊤)"8月2日1131個里～本試8.4～8.5桜島～坊津去抽泊9日へい死ア病変16
        太吊

        、開始月日砕試員数歩1回処置ナ2回処置歩3回処置開設観察取揚げ
        ㈹8月13目82個8月17日(82個)8月22日へい死1{81個)8月27日(81個)9月す9目(81個)12月13日不明160個)

        ㊤)〃108個"{108個)'へい死1(10ア個)"(107個)〃へい死2(105個)"ヘレ死3落下22(81個)
        区分取揚状況摘要

        総数病変数正常珠

        80個9個亥し

        ナ81個10個在し落下は寵破損による。一
康珂)

 群別経過と病変状況

A-1A-2
 >Peoici11in処理,
 B-1貝一2

A-3A-4
>挿核無処理.
児一3丑一4

 歩1群`Penici工1in400P/5五一一60分)

 >PehiciI1in+Strep七〇rnyoin.

>無核無処理

A-1

退一1

計

供試員数

18
個

29

4ア

 へい死数

 へい死1
落下12

 へい死2
落下12

終了県.補数

17
 ・個

16

33

病変数

個

2
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 汝・群1P。・i・口1i・二・・叫化・十S亡・6・い・〆・Z一・・分)
     供試員数へい死数終了蒔個数病変数

     A-2個個     2020個6
     B-230へし(死1落下1284
     計50.2・.・・4810

歩3群挿核無処理群

A-3

B-3

計

供試員数

個
20.

30

50

 へい死数

 へい死2

2

終了時個数

20

28

48

病変数.

4

 オ4群無核無処理.

A-4

B-4

計

供試員数

24
個

19

43

 へし(死数

個
不明1

落下10

11

終了時個数

23
個

32

病変数

個

総括

薬剤処置群
Penci11in

4/32個
(12.4%)

 B+S七rept.

10/49個
(24%)

対照群

挿核

4/48個
(8.ア%)

無核

 1/3グ幅
(0.3%)

 P・群は落下12個あり,%に変動が考えられる。
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康巫)開殻観察結果

             左殻右殻

             調査婁項尻別巻き有機玉流れ一五病変珠数巻き有機玉流れ玉病変珠数備考
             1ムー1㎜色玉XXXX1

             2"OO∠x△XXXX1○O色玉XXXX十1

             3"O○△∠㌧XXX1○O色玉XXXX.1

             4."OO△△XXXX一1
             5"○O^1

             6"OO△△XXXX1OO独XX1

             7〃QO△△XXx・一1

             8"O○ゾXXX.1異状隆起居形成

             9〃○OXXXX1.oo×XXX{同上甚だしい

             10"○○O△△1O○△1
             11〃o○△△XXXXユ異状薩起層形成
             12〃○1十1同上

             13〃○○△∠＼XXXX1○O○XXX1
             14〃O○△∠㌧1XXXX1

             15〃OO△△XXXX1○OOX×XX1
             16〃O○∠、△1OO△∠∫XXXX1異状隆起居形成
             17〃OO∠㌧△1

             1A-2○○∠∫∠＼XX1O○△△X×X1

             2"OO○XXXX十1O○○XXXX1
             3〃○○色玉XXXX」」
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             右殻「             左殻

             、＼島群項協別＼巻き有機玉流・.れ手一】山病亦仏珠数巻き有機玉流れ玉病変珠数備考
             4A-2○O∠』∠㌧XXXX1O○仏1

             5"OX×XX1O○XXXX1異状隆起層甚だしい

             6"○O○色三EXXXX1○o○色玉XXXX1核周辺同上
             ア〃O○△∠＼1O○∠＼∠∫XXX1

             8"鯉X×1○1
             9"OXXXX1OXXXX1
             10"○O∠』△XX1OO∠㌧△XX×X1

             11〃O色玉XXXX1OOOXXXX1
             12一折OO一△△XXXX1OO∠＼△XXXX1

             13"○△△XXXX十1

             14"OOO∠㌧△廿1OO∠)工・十1
             15一^〃○○△△XXXX1oo△△XXXX1異郷塗起瘤形成

             16"OOXXXX冊1くされ

             `7〃○XXX十1○XXXX1異状隆起層甚だしい

             18^O∠㌧△XXXX十ト1Oρ△△×XXX1

             19"OOO色玉XXXX1OOO色玉XXXX1
             201ψ一OO。色。有機XXX1OO色玉XXXX1
             21"OO色ヨ≡≡XXXX1○O色玉XXXX1

             一.一1ムー3○OO色玉xxXX1OO○色玉×XX1
             2"○O色玉×XX1O○△∠㌧△XX芥1
             3"○○○∠㌧△XXX1O○○△△xxx1
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             左二。一鼓一』{吊伺倣

             調査婁群項κ別巻き有機.耳'流れ玉病変珠数巻き有機玉滴れ玉病変珠数備考
             4ムー3○○XXXX1O○○XXXX1核ψ隆起層で券う
             5"oo.XXXX1○○XXXX1同上

             6"O○○色玉1○o○△△XX
             7'○1○σ一△∠㌧1縁辺部全部隆起層

             8"OO△∠iXX1

             9'O○△△XXXX1○O△∠㌧XXXX1縁辺部全部隆起層

             10"O○XXXX1○○OXXXX1
             11"○1核全部を拾う。

             12"○○O1異状隆起層形成・.
             13"○○OXXXX1○O○XXXX1
             14"o○○XXXX1
             15"○O○舳XXXX1○O○XXXX1
             16"XXXX1○○O○XXXX1くされ
             17"o○○睡XXXX1O○○色玉XXXX1
             18"1`1くされ

             19〃11くされ

             20"脱鞍.異状麟醸形成

             1A-4

             2"

             3"⊥蝶番寄り中央部位にぞ鑓症認むるも病変と判定されず
             4"
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             左殻右殻

             調妾婁揺項巻・き有機玉流れ玉病変珠数巻き有機玉流れ玉病変珠薮備考
             5A-4■

             6〃一異状隆起層甚だ雌

             7"同上.㈲

             8.〃

             9"

             10"

             11."

             12"異湘監超層形成腹右)

             13"供試以前と考えら軋る後遺症中央部に認む
             14"

             15"異状隆起層形成佐右)

             16"廿同上(左右)

             1ア"

             18"供試以前の後遺症認む睦)
             19π異状隆起層形幽

             20〃同上娼

             21"同上庇一右)

             22"異状隆起層形成佐右)

             23・一.〃

             1B-1○○○XXシX1

             2」」一1
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             左殻右殻

             調査重一項班男1巻き有機玉流れ玉病変珠数巻き有機玉流れ玉病変珠数縢一考
             3遭一1○○△∠＼XXX1COOXXXX1
             4"釣。o△1OOQ△X不i
             5"○O△△一!○○○XXXX1
             6"11くされ大

             7'○○○X×XX柑・1oo○XXXX1
             8互O1OO1異状隆起居形成一

             9'O1くされ

             10"○○1

             11〃十11くされ

             12"○O○△△XXX×11くされ一
             13〃1

             14πXXXX1XXXX1
             ←

             15"{1くされ

             1B-2O○○色玉1○○○○∠㌧△1
             2〃OO1○∠㌧∠∫XXXX1異状隆起層形成

             3"O○会△X×XX十1○○○XXXX1異状隆起居形成
             4〃○O△△XX1O○○XXXX1
             5"OO柑1

             6"O○△∠＼△△1O△△△△1

             ア"O○○○△△1
             8〃○△∠』∠㌧△XX×x1O∠㌧△∠x△XXXX1ほとんど全面にわたり隆起層
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             調左殻右殻
             査

             事＼群項巻有流病珠巻有.涜.病珠備考             機れ機れ
             苑別さ玉玉変数き玉玉一変数

             9B-2○○∠1∠i1○○             ○○○O必1
             ○O△△XX1○○色玉XX             10"十O×1             △∠＼X.X

             ○○∠㌧△1O○△△             11"OO○1             △△

             12"O○色。              O有機XX1
             ○○色・XX1○○XX             13"O有機○。△△XX1             X

             ○○XX
             14"OO1              XX

             1-5・"○○色。1O○色。             O有機○有機・XX1
             16○O色。XX             〃O一繍XX1
             17○○1○○XX             "O△△OOXX1
             18"○O△XX1

             19OO色。XX             〃有機XX1
             20〃○OXX             OOXX1
             21O○XX1O○XX             〃              XXX1異状隆起層形成

             22"○XX              XX1

             23〃○O色玉XX1O○             一X○色玉1

             24"○○1○○1

             25OOXX             "○○XX十1
             26〃O○・一1△△・XX              XX1

             2ア"O○△△一・1○○             ○O1

             28〃

             1B-3○○XX1
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             左殻右殻

             調査⊥群項、俺別巻き有機玉流れ玉病変珠数巻]'さ一有壁ニヒ流れ玉病変珠数、他地帳劣
             2B-3o○必XXXX1

             3'脱硫異状隆起居形成
             4"O・肘1○1

             5"○O1

             6"1隆起層で核を蜘う

             ア〃○OO色王XXXX1
             8"一QoO色玉XXXX1
             9"○○○XXXX1
             10"○○O坤XXXX1
             11〃○○OXXXX1
             12〃OOOXXXX1異状隆起層形成
             13"11くされ

             14"11くされ

             15〃OO1

             16〃○○XXXX1○○XXγ×1異状隆起層形成

             17"○○×XXX1核周辺隆起属

             18〃OOXXXX十1同上

             19"OO∠＼△XXX1I

             20"○OO△△必XXXX甘1異状隆起鰯形成
             21〃11同上

             22"OOO△△XXX1○○○△△XX×1
             23"O○○∠＼△1○○O色玉XX1
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             左殻右殻

             調査姦群項娩別巻き有・.機玉流れ玉病変珠数巻き有機玉流れ玉病変珠数備考
             24B-3什1一異状隆起層形成

             25'11同上甚だしい

             26"O○○XXXX1同上
             27"OO○○一XXX1同上
             28"○1○1同上甚だしい

             1B-4

             2"

             3〃隆起雇小
             ■

             4"

             5..。."一

             6"

             ア"左殻隆起層

             8"

             9.〃

             一一1病」1O○○OXXXX1
             2"○○△△1OO○色玉XX・XX1
             3''○○○∠∫∠∫XXX1
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 〔一註〕

     上{下一素玉

     一一巻きO○○○○○O
     OOO

     韓も犬大串小
     有機玉△△△∠㌧△∠㌧△

     △△△

     一一最も大大申小
     流れ玉XXXXXXX

     ×XX

     一病.変一最強症強定位申症位弱定位
     柑廿一昨十

 表Ⅳ　群別異状隆起層形成

     区分群..別総員数.隆起層      形成数簿考

     ・帥i・川i・{金二1175     15611/32………34%
     薬剤処置群

     旦・・・・…■金二;21.6     285.11/49………22%

     挿核無娯.1会二;'一2010     281626/48一……・・54茄
     対照群

     無糠血理1会二三239     9211/32………34%

 結果と考察

 クロチヨウ貝病害㈱菌性)予防法としては.Pe・nici11in.拾よびPonici11in+

 StrePtomycinを用いた反復浸漬法が最も簡易と考えられ,かつ、前年度の試験結果ではこ
 れらの薬剤処置群からは病変則は認められなかった。しかしこれは試験地での供試貝の休養を十分
 与えた1二とにもよると考えられるととから。今回は休養不足の状態で挿核。措置し、一方反復処理
 を強化した場合の薬剤処置効果について追試した。(従菜母貝は探坂後押核までの養殖場での休養
 期間は最小隈20日間が必要だといわれ.それ以下の休髪期間では罹病率が高いとされている。)
 結果は薬剤処置群に高率の病害後遺症が認められ,かつ。休養差てば逆の結果を示した。それと
 異状隆起層形成,正常在真珠皆無拾よび貝が最終まで健康の回復が見られなかったこと等を総合す
 ると、その要因は次のように考えられる。

 1・休養期間では,従棄の経験的必曝最小隈20日を甚だしく短縮し.㈹群で、14日,働群て
 ば僅か4日間であり当然健康回復は望め左かったこと。註'試料入手が巻くれ.一方病害多発
 時期に入っ走ので挿核を急ぐ必腰があった。それに試験地外での仮吊りは短期間の定め健康状
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 態を予想以上に低下させ走ことか考えられるポ
 2.上記の状態で更に挿核という人為的衡激が加えられたために.具体は決定的を不健康状態に

 巻かれ、その定めに試験終了時まで回復ができをかつ先と考えられる。・一

 王異状隆起眉形成については.かつてこのよう在多数例を見ていをいのでその要因は不明差点
 が多し(が.春そらく母貝を極度に不適意条件に巻いたために外套膜の機能障害を菜走し走こと

 が主因と考えられる。

 4一病変貝が薬剤処置群に多く認め・られたことは1一その原岡が藍凌る細菌性のみのものであるか
 どうかぱ今後調査の必要があると考えられるも,今回のように極度の悪条件に巻かれたととか

 ら.あるいは生理的障害による後遺症ではないかとも考えられる。いずれにしても今後の予防

 文寸負を上事主要…な青果題と思われる。

 以上の諸点から集約されることは、病害予防の究極の目的は良質真珠の生産で在けれぱをら在し(

 が,そのためには母貝の管理が十分でなければなら凌いし,たとえ予防法が確立したとしても.そ

 れは病原に対する措置であって,そのためにもし母貝が不健全になるとか,ま先ぱ管理面でそζ)よ

 う左結果をまねくことがあれば.良質真珠の生産は望めをいといえよう。し走がって予防措置は母

 貝の正常な管理.を前提にして行なうことによってその効果は顛待できるもσ)と考えるべきであろう。

 終おりに太試験実施に当走貞助言を見易わった鹿児島大堂医堂部細菌学教室主任教授平野溝秦氏.
 並びに実施期間南終始御協力と御援助いただいた,坊津水産KK社長大原政彦氏に深甚の静慮を表
 する。'一(まとめ豊田茂樹)

文献

 1・(S・38.3・2口)鹿児豊大事医学雑誌Voi・{4一組3オI報

 '2・(S・391・20)一同Y・L15・協4洲報・抑報・抑報
 3。鹿児島県水産試験場事業報告書昭和37壼度.33隼睦、39年度

'館田茂樹

担1隣薫
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 鹿児島湾におけるアコヤガイの成長度試験

 鹿児島湾においては昭和35年から了コヤガイの養殖カ端ま一り昭和38隼からは大手業者の進出等

 で地元零綱業猷母貝養成の縫縦か識?つあ干のでこれら業者の目安とするため麗鵬湾内
 2カ所に論いて少量乍ら成長度試験を実施し和
 材料及び方法

養殖場所

1.福山町大廻地先

 (フジヅポ付着量調査と同一地点)

 2.鹿児.島市竜ケ水大崎鼻地先

 (フジツボ付着量調牢と同一地点)
養殖方法

 相深3冊線に段籠に入れて垂下
 稚貝の産地

愛媛県北字和郡津島町北灘
調査期間

 目名禾口40石…3月～41ξ白3月

測定項目

 個数100個について殻軍鼓萬殻中
 体重を1ケ月毎に貝掃・除後に遺跡測

 定した。

 結果及び考察

 月別の測定結果は平均値として歩1

 表に示した。

 4月30目に殻長39伽,殻高

 40脇、殻巾1∫5棚,体重959

加治木国分

 。o

 固・.画
鹿先島桜島

^.調査地点

鹿.

 で出発した稚貝の成長は途中多少の変動はあるが.両漁場ともほ陸同様の傾向を示し、3月
 31日に殻長55㎜、殻高55据亜.殻巾21禰霊、体重.25～309となつ走。

 平均体重の月別推移を両漁場牢つ亭で比較するキオ2図Bのと参りである。図によると,
 橿出漁場での稚貝が大崎鼻漁琴よ卓や』歳長が上廻っている傾向を示しているが。漁場拳に
 ついては一姫聞の結果からは何とも云え友い。

 重量による平均日間成長率の月別推移・は歩2図Cに示し走。

 図に明らか凌よ=.うに,1佳間のうちに成長の山が2回現れ、5～6月一と9～12駅よく成
 長レ特に秋.蛾の成長が大きいことを示している。

 1～3月の成長率の低下の主因は水温が17℃以下と在る走珍代謝舌動の低下宮⊂.よるもの
 と想像される。ブ～8月の成長率の低下ぱ27℃～30℃の高水温、生殖時期.及び害敵生

 物㈱(フジツボ)『着生繁殖その外フジツボ除去のための遺重意刺激等複雑事要因を含ん
 でいると推察され.る。

 在巷大崎鼻漁場での夏期の著しい成長率低下については上記以外に別を原因があるかもわ
 からない。
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 以上の結果から鹿児島湾におけるアコlr桂貝の成長は初這と秋舳〔よく・表面水温から推し
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第2図
A
 時期別漁場水温と体重の変動
 表面水温B平均体重

 C体重の平均日間生長率
 ◎福出漁場。大崎鼻漁場

前日日耕作
山口昭宣



 鹿児島湾おけるフジツボ付着状況調査

 鹿児島県の了コヤ母貝養殖はその80%以上が鹿児島湾内で行われている。太湾内漁場てば夏季

 にフジツボの付着が甚し/・そのためアコヤ貝の生長阻害をきたレ献は多量のへい死を招咋
 ともあ糺湾内母貝養殖業者はフジツボ駆除にか在りの経巻をかけて拾孕呈このご.とは童業収益面
 に大きく影響している。一そとで.太鉦産からフジツボ防除対策試験をとりあげ走。'太生度は鹿児島
 湾内の2ヶ所で出現するフジツボの種類と付着時期について調査したので報告する。

調査期間

 目名禾口4口左E3月29日_i

一昭末口41生3月31日

 ㌻烹十々
 三…籔圭∵∵∵
 授、熱機各ノ
 た1ジ1ボの量を観察し旭ピ

○

結果
 ●調査地点

海.面
 1。一種類

 昭和40鉦4月～昭和41主3月まで試験垂下したコニ/ク

 リート板に着・生じたフジツボの種.顔を月別にみると4月～8

 月下句まではサラサフジツボに限定され、9月2日に垂下し

 たものからぱサラサフジツボ80%与二!壬一クフジツボ20%
 と在り,とのようを状態、が1ヵ月まで続き、一11月に入って

 からはサラサフジツボサソカクフジツボ共に付着数が激減し
 福申町下は10月30泊に睡下した附着板から大嘩界てば・
 可・1月一18日に垂下した付着板からフジツボめ着生は認めら
 れ衰くたった。

 以上述べたように昭秤40年4月～昭和4.1鉦3月までの
 調査で出現し先フジツボの種類は僅かに2種類にすぎ左かっ走。

 2.付着状況・・

 縦20伽横20舳厚さ3例のコ:・クリート製の付着板を水深1:
 垂下後フ・ジツボの付着数幸計数レ走結果は表1のと拾かである。
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 これによってフジツボの消長一をみると,時期的には両地先とも3月の試験開始当初から僅か乍

 らフジツボの着生がみられ5月に大崎鼻で全然付着がみられなかった～二とはあるが。それ以外に

 は大駒鼻で11月まで福山町で10月までフジツボの付着がみられ走。また付着数については,
 両地先でか在り犬き在差違が認められ、期間申試験板が落下し調査出葉凌かっ先月を除き各月の

 付着数を集計すると表2のと益りと友り大崎鼻より橿山町の付着量が総体的に多一い結果と在った。

 表1フジツボの月別、水深別着生数.

               大崎鼻地先福山町地先

               調査月目水一温水藻別若生数水温水深別着生数備一.'考
               0椛10m1肌2ろπ・・・4例。6例0帆化舳1椛2肌4舳6肌

               日430℃197℃1n.コ==13・コ・32コ51コ14℃204℃1Z7コ197コ226コ399コー424設置..}月29目
               5.1420j〕195630112183、.1ア873110"・1書・14.

               一軍1.字3フ1%.2384239218683口何"一身.30
               6.1里226212o口0o2個21る0113・"与.14

               Z223』〕23B落下不明2422284279Z72482698475"1量・.31

               7152Z12463j82I3585弱9037222Z3・2485i06Z800μ91Z619一・。&・14

               8.229425862704965670アZ4673012621る0D3〃8落下不明.・え2二

               8j529726425523943ア1.01929826、ア6791.74332113脳6ジー。z・・16

               922ア2262郷4279240832,7%2ア226,1212390落下不明"8.2

               91624824711449427621る542422461898錫37432-43"8.15

               10.1245239落下不明24924431コ4135705ろC15花7・一三2
               10.162202244697213741.口892282231肥51.5751,9%2060"号16

               1噂020821.7378808129215852182個34155623022把1"10.1

               11.1821.02口70159210221221一4292362岬82209."1山16一

               12.2197201〕o02171982000Oo一'0"10.30

               12=一4191190oooo192191oo0一〇"11.18

               1.61Z11ZO00oo172170o0o0"12..2

               1.1815316502001621650.0oo"12.一14

               2.1156158000o16ろ15700b一0一一"1:6

               215152155000o16ろ159o0.o一0"・1.18

               228158156Do00154154o0ρO"2.1

               3,16152155oo00154154000o"2.15

               3611441460o0015」〕1520oOo"2.28
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ようやく

 1.フジツボの付着盛期は6～8月でこの間においては

 水深1秘一・肌の戸では鰍よる付鰍の呼ぼ
 殆んど認められたい。

 2.9月中旬以降においては付簿教は漸滅しその量は深

 度を増すことだ増加する.。

 3.10月以降に付着したフジツボは生長が遅いのそ了

 コヤ貝に対する被害は少いと考えられる。

 4.水温20oO以下になるとフジツ}一あ付着は殆ん・ど
 認められない㌧

前田耕片 山口昭宜



 クロアワビ.宜a工iOtiSdiSCuS6=産卵言秦秦'と'
 幼生～維.員の室内飼育について

 昭和38年度.飯島里村に杏いてクロ了ワヒを対象に温度刺戟による産卵誘発で多くのVe1iger

 を得ることが出来たが、更にこの幼生を室内飼育する定めに当本試実験室に海上輸送を試みたとこ

 ろ鋸死するものが多く.最終的には僅か在稚貝を得るにとどまった。

 そこで今生度は,里村に拾いでは産卵誘発手段としての有効な温陵刺戟法の再試を産し。また一

 方てば,ふ化幼生の輸送による難死をさける定めに親貝を当実験室に移し.ここにおいて誘発実験

 を打つたが,幸い当実験室に拾いて採卵が出来,その後もこのふ化幼生を室内飼育したところ次の
 よう左結果を得走ので報告する。

 工材料と方法
 ・).実監細所

産卵誘発実験薩摩郡里村里村漁'業協同組合事務所

"..鹿児島市城南町当水誠実験室
 幼生.～稚貝飼育同上

 b)供試貝

 母貝は里村沿岸にて採捕され花ものから選遍一エし,これを当日,重たは。2川7日間室内の循環水
 槽ふ、或いは里港防波堤内側水深3伽のところにポ.リ寵に入れ蓄養後実験に供した二

 また・当本試実験室分にっし(ては・初回は11月10日に採貝されたものを1日間室内水榑で
 養生し。翌朝水切り後備菖に入れ定期般と車によって串・木野経由桜島水族館外池に移し.4臼蓄

 養後供詳。歩2～歩3回目は里村に歩ける実験貝の串から選別一実験終了後鯖己方法で持ち帰え
 り。3～8.目蓄養後供試した。
 c).産卵誘発
 11遺一、反覆温度刺戟による産卵誘発
 (1、投げ込みヒーターによる場合

 塩化ビニール水槽f64・x.32x30㈹)π雌雄それぞれ2～4個あて入れ.これに100

 Wヒーター1～2太を刈t要30分セ飼育水温を5～10℃上昇させ、・1・0～一↑5分後海水

 を注入す今ことにヰつて30分で一もとの水温に戻す。ごめ上昇刺戟を2～4回反革実験した。
 .121蛇管.による場合

 塩化ビニール水槽を母貝に入地。カラメ蛇管をプロパン。にて80℃前後に熱し走金鋼山に
 入れ,この申を通じてきた海水を注水口で40℃以下に係づ上り一た宮ン手コツータヤ流量を調
 節し.30分前後で飼育刀鯛を3～8ユ℃上昇させ洗。一

 2.精子海水の刺戟に占る産卵誘発

 れ簑景婁幾㌘フ了一1C雌撒精した活予嫡子鰍†呼畔未
 d)受精～幼生食晴

 上言己方法の串・温度刺戟によって受精卵を得走ので、これを5Zビーカ一にて1口数回撹辛擶ヒ
 樵後5Zビーカ一に入れ・更にとれを197～21・4℃酬1萱温槽に水浴させ,18～2D時間経
 過後TrochoPhore初期で回転運動竜始め出したものから順次駁りこれを次言己飼育水構に
 Setし、飼育を打つだ。
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 柵小一∵㍗ツ。ll;・・一1・・.ll.;ビピペ㍗が
 沈ζ帖の燃は室激放置し走舛ニトター麟卯(土11～・…)水温を

 高めた由で叫詞毒を試争走。
飼育水槽内訳

 11月15日幼生ガラス水槽15八個。3Z2慨蔓・五3個

 1・月・日幼生一"1・Z・個・1・Z2低・.μ3個・・ハ伊
 1全力・8助隼."5Z-7個・18Z2I個・nμ個

 塩ビ角フ柵曽て84x59x31α肥)2牟婁

 C)餌料生物

 浮漉幼生期間申には予め培養し走ChaetOcer0買.PtatyInOnas.Oarteria'
 ph乱eodac七y1皿肌を遠沈後与え.底棲移行してからは透明ピ千一ル板。カラス板に前記餌
 料やNaViCuIaを主とした付着硅藻を着生させ.この板を取り替え乍ら食講を続け,呼水孔

 め形成が始まる殻長2.2π純達してからは微小藻類や珪藻の着生した岩石を一都に入れ,更に殻
 長4腕に在っ先ものにはハバノリ.ワカメ.アオサ.アサクサノリ等の生海藻を与え衡庸を打つ

 だ。

 皿結果と考察

 t供輝貝の翠定苧験鰍ついて・
 人為的在刺戟で産野を誘発させ・ヒれから健全な多くの幼宇を得ようとす今年は出葉るだけ完

 熟し李つ老母貝を琴写岬いることが効果的であんぞのためには貝の成熟期を充分把握すること
 が必腰七名るが,これまでの調査の結果で一応11月が適期と推定されてき走ので今毎度ぱ11
 月1目∴一'3=b自まで里村に赤いて採貝.再度熟度の観察を打つだ。
 母貝ぽr一{月2日～29目までに7回に且って採取し、この串から肉眼観察によって,生殖巣

 の充実厭の苧城g・更にふくろにぱ幾分か余裕が認められ・腎臓部まで生殖巣の緑色がす
 すんでいる印を騨的に供試貝として選別することにしたが・叩選別の結果をまとめると表
 ・のと苧凧11月1・臼一・・目榊㈱発達した個体煽坤て舳こ㍗からし
 不成蝉即.1僻～下向と擬さ舳.、
 毛つともとの期間飲選別した母貝で誘発実験を続けたが・・今壁鯉村に埼〆亨正細受
 潮嘩られず・母貝を当実験数移した後舳て誘発に鯛し走坤里昨舳月が高
 、温続きで海水や気温が雛より用鵬目で・産卵誘発9定めの温度率1」帥蝉飾1敵
 曼・・の気温以†に水温を下げることカ1困難で1。この状況下で蝉嚇岬牽由すものが多/
 揚水施設やサーミスター響の冷却装置も凌いため氷を使用し先が年常在受精那は得られ率がった。
 どこ.ろで醐即当実験数て誘発に成功し走当時の状況・帥召禾古.・・.・年度の誘発例苧を比

 較検討してみると蓄養申の海水温・睾一〇～21℃.誘発実験槽の当初の水温18～19℃一で,里村
 に持ける今住度の温度が何れも2～4℃高温と凌っていることが例える。斯様に鉦によって気温

 や水温に1辛可辛り変動がみられるので。誘発実験の適期はその住の海況気象の動きを把握し一本
 漣グ1℃を目安に決める.ことが肝要在ことと考えられる。
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 表1.供試貝の採取と生殖巣の肉眼観察について

              採取月日雌雄別個体数殻長敏重殻長砒外車虻生殖巣の肉艮観察

              9♂計・平均平均五Bに乱摘要               ≡!

              伽              舳912.49252旱56海水温
              4ユ11.2一一6一一81411,3185ア2己4

              1ζ5340♂358

              14,6415♀178
              1t7851-311.9214-72I乞9

              12.9一260♂145

              14.0415944
              1↑11491311.6214.622.3

              14.3425.♂99

              15031ら一皐44.
              11,1644812.3230-3一♂一21-6              12.725544

              12.O222♀415
              1t215510れ2一179621.3

              12.プ242♂55

              i2.5255944
              11.2344811.7209121.9

              13.6290♂44

              12.5255955
              11.2955101t5200.720.8

              12.9265♂55

皿産卵誘発

 11月4日～12月8日まで里村と.当本試実験室にて表2に示すような温度刺鞍に‡る誘発実

 験を試みたが・との中11月15日・(受蹄7口%)一2月3日勝率・㍗.・.1・月8日
 (受精確81砺)のものに受精が行われ、・この卵発生によって垂れぞれ10万,3万,一13万の
 Ve員gerが得られ走。これは倒れも親貝を里村から桜島水族館に移送し,3～8一一目聞蓄養後

 更に当実験室に運び。単・→晶度刺戟午よって放精放卵をみたものである。
 在拾,～これらの受精卵年毎画共,歩イフオソまたは一ピペギトにて5Zビーカーに収容10回以

 上口蛾毎水で撮幹洗糠後5五6一カ」3個妃se亡後,こ牝を1♀ア～2†4℃の恒温槽に入亮一
 て浮キするgを待つだ。次に18時間経通後㌃rodhoPhOre-stag一一e初期で回転婆動を始め
 出したものから1頃次坂り,予め準備した各湘曹に入れ幼生鈷青を有った。

 沈産卵誘発のため瀬同様師海水(ビタヵソファ・接注)に浸漬したダ㍗出し卵φ
 NH・OH処理等を打つたが何れも.受橋卵を得るまでに至らなかつ走。

 _含O-3_



 表2。温度刺戟による産卵誘発実験例

            フk温・、.(り放出までの時間供試貝            受精温度刺戟摘要            月日当初飼水温加温刺戟温度惇時分)♂時分)9♂採貝月目

            40.11.420.72a3{反覆76h由b卜42hm03-10.6311.2100Wヒニター2法,投込み実験地塁
            11.62αプ2Z3単一641一01・一35口0`30^33〃."・〃

            1↑ア2i6281ザ反覆6505-04OO-24`451孔ア〃〃

            11.10197.25.8単一6101-0501-00一`101011.7十"精子海水に入れ石〃
            11.1521.ザ2ア2・反覆61D3-2003-40`1491↑711.16ヒーター投込蛇管式〃
            1t192tO258・418・・01'4501-18一。3311,211.16〃〃
            11.211962Z8"Z207'1002-18「5..511.21"〃

            11.2321.92Z.2〃5.303一・4o01'00■4411.23"〃

            1t2520.6279`z302-4302-40.一4311.2～11.23〃〃
            11.2720.92Z6".47一一02一口5■'6411・睾11t23"〃

            11.151gρ26も単一ア801-3001-30十5411.11蛇管式当本試実験室
            12.318.9…58"6;'9.00-5800-00十541t29〃"

            12.819g・24。ラ〃一.5;901-4001-06十5311.29〃〃

 Ve1ger一致.
10万

5万

13万



図1.1965.11一  15の…温度刺戟実験例 供試材料雌=5

 受精率ア。%

雄=4

図21965.12.'  8の温度刺戟実験例 供試材料雌=5雄=3

受精率84%

 連続放精白濁する



 皿幼生～稚貝飼育

 〔月15目、12月3日、12月8日の誘発実験で発生したVeIigerぱ,それぞれ室内

 の小型水槽に10㏄当り5個以上O割合でsetされ。更にこれらの水槽ぱ1ア4～22.4℃の憧
 渥漕釧こ水浴され飼育した。また餌料は浮游期一初期稚貝のものには予め培養され先5種のもO

 を甲し(～これで成長、歩留一りについて比較試験を行い.ま走呼水孔が形成されるようになってから

 ぱNavicu1aを主とし先付着硅藻を与え、更に殻長4㎜に達したものには.ハバノリ,ワカ
 メ.アオサ、アサクサノリ等の生海藻や.アオサその他雑多な微小藻類、硅藻の着生した天然の

 岩石を取り替え乍ら飼育した。

 これら飼育の結果.最終(4t4,4現在)的には11月15日もので150個搬長15-O～2.g

 庇π)、12月3日分3個鍛長12.5～45欄)、12月8目分650個般長14.5～2.6棚)

 の稚貝を得るととが山菜だ。とれぱ最初のset数(毎回2～3万)に比較すれば何れも1%に

 もみた.まい歩留りで、最も成綾の真かった水槽をみても15Z容水槽に当初3000個setした

 ものが最終的には86個で2.9%の歩留あであった。しかもこの時期には個体差が大きく不揃い

 を生じているが、これ等・の現象は呼水孔が形成される重での飼育一管理の不備.つまり餌料不足と

 かCiユia七a等の発生による水質等の悪変に起因すると考えられる。

 次に浮涛期～初期稚貝までの餌料種別の飼育結果をみると表3、表4.表5のと拾りで11月

 15日の幼生で5種類の観料で打つたものぱ,天然の付着硅藻で飼育したものが最も成長が良く.

 次は。arteria,Phaeod包。ty1umが良く、これは歩留珍も43～45%で可をり良い.

 反対に。haetOcerosでは歩留り2.8第、と悪く.成長も比較的に遅れている。

 また12月8日分については。hae七〇ceros,P1里tymonasの2種間で比較試験を行

 ったが,との回はプレート板が餌料で着色する程度に充分着生したものを用い餌料不足を菜走さ

 老いよう努め,しかも最後まで個別飼育を続け走のでとの両者間には成長.歩留りに可なり差が

 生じてきた。つまり用口穀が形。成され翻匂期幼生の時代には成長、歩留り共に大差はないが,上

 足分化を始める頃から。haetooerosの方が成・長.歩留り共に良く.P1atymonasの方

 では.呼水孔が形成されるまでに全部錐死するという現象が巻きた。こればP1atymnasが

 高密度に投餌され先走めに水質的に悪変擁死を招いたものか.重た或成長段階からは餌料として

 は好まれ衣く在るものが疑問があり今後更に餌料の適正密度と水質的要素について遭試したい。

 ・表3幼生～初期稚貝の餌料種別の成長(ふ化月臼40.11.15)

      水槽I亙瓦IVV

      測餌料P1a蚊mo㎜sphaGoda〇七y工u血Chaet㏄erOSoarterian乱turaユdia七αn

      定一重日月1ヨ長径X短径・長.径X短.律・長一往x窺.径.長径痢一語径X噸桂
      w
      11.24356.8264.0420.8326.4404.8211.2598.428963298253.6

      11.26473.6382.4552,042S.8520.0395.2520.0402.044ス63376

      11,29614.4442.8630.45き2.8534.4406.45ア4.4486.4572.8472,0

      12.2531.54190644.4562,0502.5400.0474.6436.0560.0,500.0

      12.5598.0516.Oフ64.0674.O572.0494.O6192538.8598.0510.0

      12.8'一804.0ア08.0588.0474.0676.0600.0一一

      12.11676.0604.08294ア54.0614.2540.4753.2664.8760.0684.O

      12.14556.0496.0B14.0728.Oア28.口662.0820.0704-O860.0744.0

      L旦エ⊥801・572口822.0750.07る4、口664.O8.46.0760.O礼佃O.0788.O
_306一



 表・4  幼生～初期稚貝の餌料種別の生残率

測定月日1生残数.
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 図3アワビ稚貝の餌料別成長比較
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 表5餌料種別成長及び生残率`ふ化月日仙 12.8)

co
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I

 15五容円型ガラス水槽
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平一切殻長
調搦
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 図4餌料種別稚貝の成長と生残率(今伯月日4g.12・弓)
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皿要約

 里村のク回アワビの産卵盛期が11月中旬～12月上句で・との期間に温度刺敷による産卵誘発
 を行うことが最も効=果的であることが再確認された。哀軌今生度は上記期間由に親貝を群島本拝
 駅輸送し・ここで3～8日間薯善後当水誠実験室に移し供試し足ところ川月1-5・日・㌻…ξ==月
 3日,12月8日、3回に且ってそれぞれ5～10万のve1igerの発生をみ走。こhを毎回2

 ～3万あて室内水槽で食楕孝行ったところ4t44、現在で.11引5円発生のものの生残数150
 個,12月3目分3個.12月毫日分65口個の稚貝る得るととが山菜だ。また,浮溢期ぺ初期稚
 貝について餌料種別の飼育を試みたところ.天然(Navieu1a他雑多売)の付着硅藻で飼育を
 打つたものが成長が良く.培養された餌料種4種では。arteria,Phaeodaoty.1umのもの

 が成長.歩留り一共に可哀一か成績が良く,Ch乞etOCerOSのもの.に反対に歩減一りが著し一く,.成長
 も比較的に遅れてい走。この結果たついては飼育期間中それぞれの餌料種について適在な密度や水

 質の維持が充分であったかといラ点では問題が多ク・今後一種類別に琴に岬関係q軍9必琴ぞあ

 最も・この餌料種を生海藻に切り換えるまでの幼稚貝真月の減耗牽最少曄たとどめ局ご二社、テン
 ビの種苗化をはかる光めの最大の課題であルこの定めにも上書己ρ関係。つま.り効率の帯い餌料種
 と…これの熾者養技術の開発・さらにこれゆ餌料騨ξ水質管率の璋正化につレて写陣き充
 分検討さ幻,ねば在らな～.

山口昭宜椎原久幸
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 イセエビのワイロゾーマの飼育と脱皮について

 イセエビの種苗化を目的に昭和38生産からフイーロソーマ飼育を試みているが,初生度では41
 目闇脱皮回数5回)日石印59毎度には164日倣皮回数13回)の飼育が出来たが,今年度飼
 育の結果ば107日間で9回の脱皮をみるにとどまつ走ので次にその経過と変態について報告する。

 工材…斜とプチ…去

 指宿謝蝕娃町水成川地先海面で6月29日特別採捕し走抱卵エピ7尾を桜島水族館へ陸上輸送し.
 とこの室内水槽でふ化され次米幼生.を収容することにした。
 7月14日この中の1尾銭り6尾は卵を落としふ化せず)からふ化された幼生を当本試

 の実験室に持ち帰えり.直径30cm,深さ33伽の18Z容のガラス水槽2個と3Z容ガラスビー
 カ一4個と1五ビーカ一8個に200～1尾あてを収容、この申の大.型水槽Iは循環式.他は止水式

 とし、更にこれらのフ虻槽は水温の変動を少なくするため水道水串に水浴させて飼育し走。

 餌料は主にブラインシュリンプのふ化後拾よそ3時間以内のものとプラ.=・クドソネットに入っ走
 小型の。oPePoda類を投餌し,飼育海水ぱ1～2日毎に換水,脱皮と成長を観察した。

皿飼育結果

 各水槽別の飼育経過は表1のと拾りで壱って最沌長期に飼育山菜たもので7月14日から10月
 29日までの108日間で9回の脱皮、・体長5.25π腕で前年度6月18目～・11月15日,149

 ・・r即飼育で13回の脇鰍45腕・8冊～翌年1帥:貝一㍗間の飼育で13
 回脱皮庁体長61π班の食碕例に比較して短期の飼育に終った。

一表1.水槽別飼育概況

                 循環止水

                 飼育水構κI皿皿wVww㎜ザ234Fo...678
                 小樽容量ω18千833355511111.111
                 飼古'握数200200100110!101口。.804011111.1.11

               
  

一

                 最兼磁死朋S40フ13098n3723ア19右j822アア23820102910259222242251026825
                 生存.1目.数15.5499533739351口5.10そ68707110240
                 脱皮図数2711058149967;ア9。5

                 .(卿)鋸売時の僚重2刻。至ポ腕11-815348374t73485.15.46ア'444一aラ44地5251348

 次にこあ嚇紬驚細を争ると表・のと柳あって鱗!始後1ク月で生碑激減
 し;艦卵育卸鮒馳蹄と在った。舳帥舳・曜あて収容し鮎虹小…
 構虻一曲の幣がみられる・一・甲副…一・・%の鋸死がみら札航循環で曼b・尾あて.
 を蚊蓉鋪禽し足もあぱ2回自の脱皮がみられる13～{4日目までに4D0尾中343尾85.8%

 の大勝死中㍗平1千容の欄紳に止水式在がら個別飼育し是も一のは・比較的長期
 に飼育が続け一られ走。
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 表2、変態（脱皮)と生残数

       S40一ア14ふ化S5941eふ佃
       観察月日生残数変態期飼育水温観察月日生残数変態期
       40.Z149501一24,3～26.5396.18290.1

       Z1783516.252091

       ア215321～26.281501'〕2

       '一ア262152～事24.5～28.7751152～3
       8.3283～422.7～2a.6ア131oo3～4

       8.10134～52工4～加.1ア20844～5

       8.17125～626-6～12Z5Z27725～6

       8.20106～726・4～26・78,5656～7

       9287～8'24.2～2ZO8.14547～8

       実1578～922.9～25一ε8.24468～9

       92649～1022.7～24.691429

       10.32"20-9～2斗698339～10

       10.152〃24.4～24.8'9192310～11

       10.202〃.24,4～24.910.5It8二11～12

       10.261"24.7～25.110.171『『三I～・13・
       10.29一一・0"24.6～24.910.30613～一14

       11.15o

 次にこの1Zビーカーで個別飼育し先ものについて脱埠毎の成長と形態変化を観察した結果を要
 約すると表4のとおりと在る。とれに止ると脱皮毎に形態の分化が進んでいる1=とヵ溺められるが
 変態がすすむに従って脱皮の回数.,間隔が不規則に在って拾貞。どれ書での飼育例を比較しても脱

 皮現象が早一まることや停滞することもあり餌料その他幼生飼育の条件が解明されれば脱皮の回数と

 日数や成長の闘係は一撃と変ることが予測されん

 表3　脱皮毎の経過日数

 一811一'・



 表4幼生各期における各部の測定値

       項目変鱗12345
       体長1-501,フ52.21一2.80・3-05

       甲長O.ア81,101.451.82I2.07

       甲幅O-70O.8CO.981,22t35

       胸幅O-45O.65O-85.1.02t26

       '腹・部長O-25O.260.280.29O-30

       歩1歩脚前節'       0-76O-80t05t25{55

       沖2
       "O-9O-901-62・1.892.02

 
 

     
測定一値.矛3        〃1.251,432-742.94己10

       労4歩脚全長一一一原基を認める
       歩5

       `一一一一一

       "一

       歩3顎脚外肢溝泳手数3…;34,'5
       一光1歩脚外肢"55679
       歩2
       〃55679

       米3・       "2446一

       光4
       一一・一一       "

       眼一部眼柄部に分節在し分節を生じ眼球眼柄部に分けられる
       触・・角歩1.2触角に分節在し沖{触角に分節を認める歩2触角に分節を生ずる

       顎.脚光3顎脚の外枝先端に3対の刺毛あり       形態変化について歩脚歩4.5歩脚在し歩3歩脚の外肢伸長2対の刺毛をもつ米4歩脚の原基を認める*4歩脚は伸長するが分節在し       頭部

       甲幅>胸幅       胸部11販甲幅一

       腹部分節を認めず腹部の発達殆んどみられず

一3工2一



 (表4の続き) 単位榔

     678910

     3-48三ア4404-44一5,25

     2.452.602.95&23,86

     1.50」」42イ68t92‡g5
     1-30t・69t801,982-46

     0.34O.350.35α380.40

     1.791.902.12.162.75

     2.563.203-423,563.64

     己38ぎア4a94.255.15

     O-37三65

     一■原基を認める殆んど伸長せず

     56ア8S

     1010111213

     1010121314

     78101111

     ・一一77

     眼柄部が伸長す
     L

     歩1触角ぱ2分節に庄る

     米4歩脚は外肢の原基を生ずるオ4歩脚に外肢形成サ5歩脚原基を一認める歩4歩脚の外肢に游泳毛を生ずz犬3顎脚,浄1～3歩脚の外肢溝泳毛が多いものは8.一13.1王・11対に率達した
     一腹部の発達殆んどみられず

一313一
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 アマノリ類の糸状体の単胞子放出に及ぼす日長条件

 土.・・まえ・が・1・き

 了マノリ類の糸状俵の生態に関しては極めて多く¢府尭があり.在かでもその単胞子放出条件と

 しては泓走と光条件が重要な要零であることが明らかにされている。

 黒木等1)・2)・3)・4)ぱ六ノ1類の糸状体の生長嚇い単胞子放出と日新政つい
 て詳しい研一突を行左い.特に松島湾産及ぴ気仙沼湾産子マノリー類の5種につ.いて日長作用の差異を

 検討している。一それによると。糸状体の生長・胞子嚢形成・胞子放出を同時に溝足させる暗期はマ
 ザクサノリでは12時間以上スサビノリ,・コスチノリはアサクサノリと略々同じかやや短い暗期,マルパア

 サクサノリは11.12時聞以上,ウツブルイノリは14～16時間以上一と推定レて一いる一。叉本田I・

 他5)は全国各地産の40品種のア寺ノリ類糸状体について単胞子嚢形成並びに放出条件を日長に'
 ついて比較実験し「単胞子嚢の形成並に放出は全般的に日長9{1.2時間の短目状態のものに認め
 られ.15時間の長日状態のものでは放出はあっても痕跡程度にとどまった」としている。

 筆者等は暖海性ノリ漁場の適正養殖品種を選定する目的で.島種生態堂的見地から20品種の了
 マノリ類糸状体の単胞子放出た及ぼす日長条件について実験観察した。その結果、日長条件につい

 ては上述の研究結果を再確認する畔.とまつ先ヂ・野間蝉歎つどて粁嫡皐をえたので報
 告する。

 太文に入るに先だち、.終始変らぬ助言と指導を賜っ走鹿児島人事フk産学普唱田中剛博士,並びに

 野沢拾治博士に厚く御礼串し上げる。叉;原藻採集に協力下さつた当場塩漬擬夫研究員.及び実
 験に協力下さつた古田義朗氏米に謝意を表する。
 なお.原藻品種の収集に当って経費の一部は昭痢39生産文部省料学試験研究捜によつ走。

 皿材料及び方法
 A実験品種

 汝1表は供試した20品種について示した。このうち11品種`米印)は原藻1葉体を乳鉢で

 すり潰してカキ殻10～.15枚に果胞子付けし。バットあるいはシャーレで培養したものである。

 他の6品種◎印)は選別した葉体㈱10個体)を準子液法文律すり潰し法で果胞子付けレ。
 万鉦一トロ箱で培養した。残りの3品種のうち,κ15めウップルイノリは易キ殻に培養した糸状
 体として分けてもちったもの,κ19のP・atroPur喜一urbaぱナミマカシワに糸状体として

 送付され先ものを基質ごξ細粉してカキ殻に移殖しアビもの.及び砺20の了サクサノリ(?)ぱ
 佐賀県有明海原産種として出水漁場で好調往生産をあげる品種で.出水市漁協培養場でカキ殻に

 培養さ牟走ものを実験開始前の9月に分けてもらろ先ものであ乱このκ20原藻の1部の麓の
 同定ではアサクサノpで苧?走が。伸g品種も混冬してやる革ρと想俸される。
 叉,果胞子付けは始一とが1965佐2～4月に行っ走屯のセあるが.κ2,5.一一9,19の4
 品種ぱ1963年に果胞子付けし。越年培養したものである。
 を拾.沖†表に掲げた原簿斡旋老にはことにあらためて諮憶を表す糺

米現在,鹿児島市役所水産係勤務
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歩1表 実験 品種

       κ原繰κ種」類産1地果胞子付症月日備考原藻斡旋・・一者
       1・K・ア9⑮アサクサノリ(L)福岡県柳川一血・2Z65福岡県山下輝昌氏
       2◎一アサクサノ..リlL)鹿児島県野ロー巫・5.63
       3K.20・米アサクサノリ(R)"喜入皿'2D.65マルパアサクサノリ?

       4K.83・◎アサクサノーリ(R){隼人皿'2睾。65

       5・◎スサビノリ愛知県皿・5,63愛知県本試

       6K.63◎スサビノリ。・佐賀県唐津孤・13.65佐賀県本試

       7K.39*オニアマノ1カ鹿児島県甑島皿・20.65鹿児島県内藤康友氏
       一8K.10*オニアマソ1jタ久志皿・24、'65鹿児島県岡田正氏

       9米オニァマノ.リ(?)・種子島孤。21,・63鹿児島県四元賢治氏一
       10K.58*マルバアマノリ・名瀬迅・11.65鹿児島県水試大島分場

       11K.92*マルパアーマノリ{屋久島亙。28.65鹿児島県瀬戸山公義氏

       12K.104米マルバアマノリ"出水IV・8.65鹿年島県田畑睦雄氏
       13K.26米青ルバァマノリ・串木野皿。20.65串木野命秘所篤氏
       14K.95一米ヒ回ハマルバ了マノリ熊太県W・1,65熊太県のり研

       15ウップルイノリ大分県カキ殻糸状低として分与大秀県浅海漁試
       16K・7Z米クロノリ佐賀県唐津皿。22,65佐賀県本試
       1アK.105米イチマツノリ鹿児島県出水Wぺ8-65鹿児島県田畑睦雄氏

       18K.9る'◎?・徳之島Iい1,65鹿児島県水試大島分場
       19.P.a七roPurp汕reaブラジルW.10.63糸状体から移殖鹿児島大螢田中剛啄
       2口アサクサクリ㈹鹿児島県出水孤。8,65漁協共同培養場のもの.。出水市漁協

 (ト)はナガバ型.`R)はマルパ型
 ,・米・葉体1枚から果胞字付けした
 ◎一選別した多葉体で果胞子付けした。



 B糸状体培養

 †1表のκ20を除く19晶軍は本試実験室で率典子付け後特別な操作も加年ず義温下で常法
 の培養を待つ走。
 C実睡古法

 目長ぱ2ヂ雫間周期r拾いて声期を8・10・12・・14・16・{8時間の6通りとし・連
 続照射螢光灯下で歩1図に季す時間帯で操作した。暗期には黒ツートビニール生地惇さ.α35
 π祀)で作った袋に培養器を収やだ。実験期間は1965鉦9月20日から11月17目までで,10
 月24日以降は放出量の少ない」部品種だけ実験した。
沖1図        ヤ1図日長操作時間帯

        .暗期時刻明期0246810・121416182σ2224
        8h16h

        ■

        1014

        12一・12脱一

        1410銭1麗麗琵。霊轄。。l1霊.、韮一榊篤
        168         一砧、鱗鰯勒、鰯織.芽鰯鵠、…灘

        186曲鰯懸離一.毒鰯

 培養器は内径45ππ、長さ15㎝の須藤式沈澱管で,その中に、ろ過海水を満して糸状体カキ

 殻を吊り下げ走。実験に供し足糸状体ぱ1品種につき2～3枚のカキ殻を切り分けて6通りの日
 長区とし.あらかじめ各目長区のカキ殻面に生脊し先糸状体の面積を写真機接写によって推算し

 た昧2表)。

 米2表供試糸状体のカキ殻表面生育面積米来

       日翔κ一一ノ8h10h{2h14h16h18h
       18.洗壷6.5.76.0雌
       24.16.34.勾6.39上
       35.45.53.78.{5.2.5.2一

       4-572フ146.6925.1Z84.6I-8.16.95.75.58.0
       6・5.8一4.15.1.フ93.45.6

       7Sz6926.96.910.63,9口928.45.515.1
       96.55.24.14,65.26.0

       10114.55.92.66.33.'6.11.6.91.6.8・3.18.5
       1213Z86.56.76.8766.O.2ア66.96.1一5.59.3
       6.83.9       1」415'z95.46.16.28.6.193.7938.2

       164.95.74.84.16.1・6-1
       {75.26.5ア3ア06.O91
       188..68.o6,3

       4.8       19204,16.5Z5'5.0ブ3ア748.26.7
 米労1表の左欄整理κと同じ実験品種を示す。

 *米糸状体生育面稜は写真機接写により推算。
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 各培養器は更に水道水を常時通水している大型アクアリウム(内容36x75x50例)に浸
 漬一して20℃前後を県つようにつとめ札実験期間中の拳養逃温ぱ}4画:3・{2え{6・
 20時)測定し,その平均値を臼平均水温として米2図に示した・{日内O水温差ぱa5℃以内
 であった。宏誇50日目の八月9日以降は冷凍ショーケース中に培養器を移し13～15℃に
 して実験し走。

 麟照度ぱ1・Wの螢光紬㍗=才1ウ坤甲面からガラス面に接して照射し足ところ・中心
 部で5001ux、知商七ぎ500.I-ux一で:あった。冷凍ショーケース中てば20W螢光灯4本
 をケース内上部だと虫つ分。培養器中1ら・g薄さで40CO1uXてあつ走。
 藍胞子放出量の測定は培養器の底に直一往4る棚の円形カラス板を敷き・48時間毎にとりかえ
 て.ガラス板上の単胞子式は発芽体を検鰯一ト数し旭ガラヌ板のとりかえぱ暗期から明期に移す
 際に海水を更新して行っ旭培養海水の交換鮒水温軟化が在いように留意した・.、鹸鏡計数は
 10×10倍(1視野の直径↑2mπ)で。下図g.と券りガラス板上の1口視野にある量を測定し。

 ガラス板全面積当りの単胞子放出量を推定した。更に各日長区間の放出
 ㌔量を比較するために.オ2表の糸状体生育面積1c亮当りに換算し走。
 単胞子嚢の形成状況の観察を実験開始前の9月5日と.実験途中の
 10月24日に打つだ。その方法は糸秩休カキ殻を少量斜めに鍋離して

 検鏡し.胞子嚢の形成量を観察し走。

歩2図  実験期間中の培養水温

冷凍
ショーケース



皿結果

 単胞子嚢の形成状況

 今回の実験は単胞子の放出と日長条件との麗係を知る～二とに主眼を拾い走ので、胞子雅の形成

 状態については参考程度にしか観察し衣かっ走。

 米5表に菊険開始前の9月5目と.実験途中の10月24日に観察し走胞子襲の形成状態を示

 した。9月5日にはすでに大部分の品種に胞子嚢考形成されて蜘久胞子莚が見付から衣かつ尭
 品種はオニアマノリ雌7,8),オニアマノリ(?〕腕9).マルバアマノリ腕13),

 徳之島産アマノリ肱18),P・atropurPurea雌19〕の6品種であった。しかし.

 胞子嚢が形成された品種でも胞子を放出した形跡はみられなかっ走。
 10月24日に観察した胞子藁の形成状態は梛客次のと奉りであ乱

 アサクサノリ:κ1～3の品種てば暗期8～18時間に拾いて胞子藁がよく形成されてい走。

 実験開始前にすでに胞子一嚢が形成され走材料であるため確か在ことぱいえをいが.暗期8時間

 ではや㌧形成量が劣るように感じられた。.烙4の品種は上記の3品種より形成量が少在く,暗期

 8時間てば胞子禁1がみつからなかつ走。胞子張の形状はκ1～3の品種では多少分岐して長大に

 をつているが,κ4の品種では球状に近い小さい燕であった。とれらの点からん4の品種は他の

 3品種と生態的に差があるのかも知れ在い。

 スサビノリ:κ5I6の晶・種は暗期8～18時間でよく形成されていれ上言己と同様に太

 品種でも暗期8時間で形成量が劣る傾向がうかがえた。特に12～16時間で濃密に形成してい

 允。

 オニアマノリ:.酪7,8の品種は共に実験開始前に胞子嚢の形成がみられをかったが、暗

 期10時閣以上に僅か凌がら形成された。暗期8時闘では両品種とも形成していなかった。

 特に暗期12時間にやや形成量の多い傾向がみられた。

 、仏9のオニアマノリ`?)ば暗期1口時間以下で形成がみられず,12時間以上で形成され,

 特に12時間にや㌧多い優向を示し走。却ちI上言己2品種と同様傾向であっ走。
 マルバアマノリ1κ10～12の3品種は実験開始前にすでに胞子難が形成されていたも

 ので,8～18時間のいづれの暗期にもよく形成されていた。形成量は12時聞以上に概して多

 かった。ノ絡13の品種では実験開始前には胞子莚を形成して宏かったが,暗期8～18時間で形

 成された。このうち14時間で比較的多く,8時間てば僅かセあった。
 ヒロハマルパ了マ・・リ:暗期8～18時間でよく形成されていた。特に14時・間以上で形

 成量が多かつ走。

 ウップルイノリ:暗期8～18時間でよく形成されてい走。概して12時間以上で形成量
 が多かった。

 クロノリ:暗期8～18時間でよく形成されていた。このうち12.14時間で形蔵量が
 多かった。

 イチマツノリ:暗期8H18時間で形、戎がみられた。形成量ぱ8時間で劣り.12時間以
 上で多い傾向であった。

 徳之島産アマノリ:暗期10時間以下では形成されず,12時聞以上で形成された。
 R-atエ。purp岨ea:暗期8時間てば形成されず.10時聞以上で僅かをがら形成さ

 れた。
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 第3表単胞子莚の形成
          {O月24日

          κ種類産地9月5日(実験前)・暗期時間)
          81〔1121-4一16一18

          1アサクサノリlL)柳川十rH一一件'糾一冊舟糾
          2了サクサノ1リ・(L)野口一十±'糾一十十十十ト
          3アサヵサノリー(R)寛人十十十十一廿十一十
          アサクサノーリ(R)・佳一人±.          4±十士十.十

          5スサと・ノリ恵一県十十廿糾排一十.斗
          6スサビノリ唐津士十糾.排冊斗
          7オニアマノリ甑島一`一十±一土

          8オー了マノリ久志■■土十士■±

          9・オニアマノリ(?〕種子島■■'十'士±
          10マルバアマノリ名瀬十十ト十十ト糾冊件

          11マルバアマノリ屋久'島十十十冊'借科1・仲
          12マルバアマノリ出水一土十±十廿十十

          13マルバアマノリ串木野・±十十.十十..斗
          14ヒロハマルバアマノリ熊太県十十十一十十朴廿

          15ウツブルイノリー'大分県±十十#廿十十ト
          16クロノリ唐津十十十十.廿.十十
          17,イチマツノリ出水十±十.廿。十十.斗
          18?徳之島`■           一.十十十.十

          P.atroPurPureaブラジル一           .士十.士土.十          佳アサクサノリ(?)出水十十十十ト{r糾
佳

 註:単胞子襲の形成量を示す。・

 _形成宏し

喜

 ±.僅かに形成するlx1・OOの数視野でjp2個)
 十普通にみられる(局上の→1視野に数働・・
 甘多く形成する伺上1視野に数十個)'

一

 冊きわめて多く形成する(同上1視野に50個以上)

 単胞子の放出

 胞子の放出埣2=0昂種のうち1・4品程にみられ・他の6品種は殆んど放出をみなかった。放出
 をみ先14品一種のうちでも比較的活綾に放出しえのぱ10品種であつ九。

 胞子9放蝉態は埣山幸み左かつ尭・品種を除いて枇図に示一しむ各品歓ついて述べると
 次のと捨りでIある。

 〃川アサ竹ノゾオガ・干型)柳川産.・
 .実鮪始坤Φ.作目郎ば・～.1・・時間帥づれの暗期輸出し札しかし・暗期B・何
 時間は10月一1日以降をは殆んど放出せず,1～2回の痕跡餉放出があったに過ぎない。放出
 ば12～{8時間に拾いて活緩で,特に14,16時間で多かつ札
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 κ2、了サクサノリ`ナガバ型)野口産

 胞子の放出は少危かった。.種焦糸状体を使用したためかも知れ在い。放出は実験開始当初に
 暗期8時間でもみられたが,{O月1日以降には10時間以下が痕跡的に放出し走だけである。

 麟1・繭がよく放出レ次いで1鵬間の順と衰った∴声…・時間てば雛的確か
 な放出てあつ走。

 κ3、アサクサノザ(÷ルバ型)一喜.λ産
 暗期8,10時闘で放出せず,12～18時間で放出した目16.18時間は実験開始後

 1一曲頃から・1・・14撒同じ/・・噸から放出しはじめ走、14時間の放蝉
 続的で少をかったが.12,16,18蒔問では濫蟹で多量放出した』

 κ4、アサクサノリ(マルパ型)隼人産

 ・実験開始後2-3百目がら謄碑1'6時間が、'30日目から1・4.18時間が放出しはじめたが。
 いっ虹も一放出量は少なかった。一12蒔閻以下の暗期は35日経過しても放出をみをかった。
 36日目から各暗期の糸状体を3等分し,暗期に詮いて4時間延長、4時間短縮,及びその

 ままの3通クに変更して実験を続けた。その結果、比較的活緩に継続して放出し走実験区は,

 暗期12時闘を16時間にしたもの.14時間そのままのもの,18時間を14時間に変更し

 たもので,14←16時間の間に放出が盛であった。を拾.I50目目(11月9日)からの培

 養温度の低下(13～15℃)は放出に大きな変化を与えなかったようである。

 κ5、スサビノー愛知産.

 実験開始当初9日目までは各暗期とも瑛出.し走。暗期8帯聞はそめ後放出し率がつ老成
 {0時間以上では放出した6特に14,12.i8時間は活藩に放出した。10.i6時間は

 断蔽的に少凌い放出であった。暗期16時間の放出が少宏かっ老原因は判らをい・

 κ6.一スサビノリ唐津産

 8～1-8時間のいづれの暗期でも放出した。暗期8,10臨間は途中で5～6日放出を中断
 し走が,その後少をいえがら、継続的に放出一し走。放出量ぱ16.12蒔閤知多く.次いで18
 時間でIあっ走。

 κ.7.オニアマノリ甑島産

 実験開始後35日一目までは暗期14時間が痕跡的に放出したのみで、他の暗期ではいづれも

 放出しなかった。36日目からは各暗期の糸状体を3筆分レκ4.の品種で打つだと同様の3
 ・通りの目長変更で培養したが散発酌放出てあつ走。凌巻。50日目砕らの培養温度の低下一も放
 出の促進効果は在かった。

 κ8,オニ了マノリ久志産.

 暗期12.〕瞬間が痕跡的に放出しただけで、36日目からの前種と同様の目長変更及び

 5C日目からの培養水温の低下によっても放出し衣かつ走。
 κg、オニアマノリ`?)種子島産

 暗期12.14,18時間が僅かに放出しただけである〇

 一仏仙マルバアマノリ名瀬産

 実験開始当初9日.員まではi渚期8～18時間のいづれも放出し走。しかし、暗期8時間はそ
 の後放出が殆ど止まつ走。暗期10～18蒔闘はよく放出し.暗期の長いほど多量に放出した。
 κ1tマルバアマノリ屋久島産

 暗期8.10時間は実験開始当初に痕跡的に放出しただけで、その後も放出しなかっえ。暗
 期14時間は放出が少なかったが.12～18時間で放出し走。特に㍑.18時間が多量に
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 嘉=出し走。

 .一r;12.マ」レバア1ノリ出力(産

 一一111'ε.1一隷;圭一は痩賦酌放出てあっ走。{2～18時間は活藻に放出しまかでもIj4蒔
 正1が多く飲出し.次いで12轟1司であった。
 届衛.マルパ了マノリ串木野産

 渚期16蜂1司が断続的に放出し走だけで。その他の暗期は放出しなかつ走r
 盾14、ヒロハマルバアマノリ熊太産

 麟・㈱ぱ放串しをか丸10・12綱ば断続的に僅かに放出した口千4～1甲1:二
 は比較的活綴に碑出し・.特に14時間が多量に放出した;…
 κ15..ウップルイノリ大会産

 実験g事.5日目までは暗期14.18時間が痕跡的に放出し走。'36日目から盾4の品種で
 行ヲたと同様の;通りの日長変更.及び50日目からの培養水温ゆ低下による実験でも痕跡的

 在放出にとどまった。

 κ16.クロノリ唐津匿

 放出量は少をかつ走。暗期8.10時間は実験開始当初僅かに放出レそg後は放出一し左か
 った。・1D月1目以降は断続的であるが12～18時間で放出され牟。.1.6.1I8時間が比較・
 的多く放出した目

 κ1アイチマツノリ出水産

 暗期8時間は放出せず。10蒔固は実聾j～当初に痕跡的に放出しただけであった。暗期{2～
 18時間でよく放出レた。14,16蒔聞は11日目から放出し.12,{8時間ぱ20日I目
 から放出しはじめた。放出量ぱ'1`、リ鉋榊1が多かっデ㍍

 κ18.徳之島産子マノリ

 放出母は少在かった。実験の35目目書でIは暗期8～12時間では放出せず,14～18時

 間で鶴かに放出した。34』目からは風4の品種と同様の日長変更で培養したとこち、陣蟷
 ・14㍗18時間を日長変更せずに培養したものと。12～1.寧賭騨章軍にそれぞれ贈瑚で{蒔
 間延長したものに少在い凌がら放出がみられた。これにくらべ暗期を4時間短縮し走実肝組は
 いづれも放出が少在かつ走。禿券.培養水温の低下による放出の促進効果は認。められなかつ走。
 κ19P.atroPurPurea。

 香暗期とも殆ど放出喜ず,実験の56目目からの目授変更及ぴ5g日目からの培養水温の低
 下によっても殆ど放出し在かった。

 κ20.アサクサノリ(?)出水産.佐費原産)

 実験の7目目までは8・}18時固のいづれの鰭;蝦で圭多・景に放出し走。そO後ば睦壇ε樵1音1
 ぱ放出せず、10榊芦でも痕跡的在放出・1=とどまつ走。12時間は断鰹…に少i壬を放出し走。
 暗期14～18時「は琶擾に多j芒放出した。放出{…1は謄郷牟畏いほど多かっ衣。
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No.1 アサクサノリ (柳川)

NO.2 アサクサノリ  (野口〕

 No.3アサクサノリ(喜入)

第3図一  品種別、日長別、軍胞子の放出



 No.4アサクサノリ(隼人)

NO. 5スサビノリ (愛知)

No.Gスサビノリ
(唐津)

 寡ヲ図一2  品種別・日長別軍胞子の放出



No.lO マルバアマノリ (名瀬)

NO.11  マルバアマノリ(屋久島)

No.12マルバアマノリ

(出水)



 No.14ヒロハマルバアマノリ(熊本)

No.16 クロノリ
(唐津)

No.17 イチマツノリ
(出水)

No.20 アサクサノリ?

(出水)

 第３図－４  品種別・日長別軍胞子の放出



No.18  徳之島産アマノリ

第3図一5  品種別・日長別軍胞子の放出



 W考察

 本実験に供した20品穣のうちκ.1.2,5,6.10,11,12,{6,17.20の10品種は

 実験開始当初(暗期の長短にかかわり在く藍胞子を放出し走。しかし10日目(10月1日)以降

 に在ると,暗期8.10時間は放出しをいか.叉は放出量が少在く在り日長の影響が現れ先ものと

 推察された。黒木・他2)によると、暗期14時間で充分成熱させた了サクサノリのコ:/コセリス
 体を暗.鰯9～18時間に変更して培養したところ.日長を変えて数臼間は日長を長くしたものも短

 くしたものも殆ど変化らしいものはなくよく放出し.その後は日長に応じた胞子の放出を示すよう
 になったとしている。とれらのことから.日長作用は胞子の「放出」にとって必要条件でをく,む

 しろ胞子の「成熱」にとって必要条件であると解釈される。従って.太実験での上述の現象はIす
 でに胞子薮を形成した糸状体を供試した定めに.成熟していた胞子がB長に関係在く放出し、その
 後残された未熟な胞子藁が成熟に必要な目長によってのみ成熟・放出し足ものと推察される。しか

 し、.このことば胞子襲の熱度との関係から更に詳細に検討すべき問題であると考える。

 以上のことから.本実験での考察は実験当初の9月20日～9月30目までの結果を除外して.

 10月1目以降の放出状態からB長条件を論ずることにした。

 歩4表は,10月1目～、O月25目盲での実験で放出し走.累積胞子量(糸状体のカキ殻表面生

 育面積1ω葦当り)を各暗期別に示した。表から胞子の放出と日長との関係をみると次のよう在とと

 が推察される。

 アすクサノリは暗期12時間以上でよく放出し,特に12～16時間に最適暗期があるようである。

 暗期10時間以下は放出しても極めて少在いようである。品種間の差異についてはこの結=果か
 らは何とも云え在い。

 スサビノリも暗期12時間以上で多く放出し走が,10時間以下でも少ない清がら放出するようで

 ある。これば黒木。他4〕の実験結果と同様傾向を示している。最適暗期ぱ〕～16時間の
 附近と考えられる。品種聞についてみると唐津産種.は愛知産種より更に暗期.の短い方で放出す

 る雀夏向がみられる。

 オニアマノリは放出量が少ないので確かをことぱ云え古いが.胞子蟻の形成状態と併せ考えて暗期

 12時間以上の短日性であることが想像される。この種は太E日。他5)の実睦七も放出が極め
 て少なく、日長以外の条件について更に検討を要する。

 マルバアマノリは品種によって多少傾向が異るようである。即ち,名瀬産種と屡.久島産種は暗期が

 長い方に放出〕量が多く在り、最適暗期ぱ18時間かそれ以上にあると推定される。

 一方.出水産種は{4時間附近が放出量が多く,'前2品種と異っている。叉.屋.久島産種と出

 水産種は鶴寓12蒔聞以上でよく放出するが,名瀬産.種ぱ10時間でもか在り放出している。

 天然での生態は詳しい調査を打ってい凌いが.出水地方のマルバアマノリは例年11月下旬～

 12月上旬頃に肉眼的葉体として天然岩礁に現われる。一方名瀬のマルバアマノリは、筆者の

 一人椎原が大島分場在任中に観察したところによると、貝召和39庄12月三日に肉眼的葉体

 (3棚内外)を見たとしている。名瀬が太県でも低緯度地方にあるにもかかわらず、太品種の

 発生が概して早いことは.この実験結果を裏付けているように思われる。

 ヒロハマルバアマノリは暗期10時間以上で放出し.{4～“時間に最適滝期があるようであん

 ウップルイノリは放出貴が少庄くて何ともし(えない。

 クロノリは放出量が少在し(が.暗鰯12時間以上で放出し、16時間附近に最適暗期があると推察

される
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※
 第4表品種別糸状体の単胞子放出累積量(10月1日～10月25日)

         協種類烹≒暗期時間         10」」L141618         一

         t了サクサノジL8563。ア3{{8ξ710{3257645,ヨ04
         一2了サクサノリ(L野口32217573,19886114
         一I'3・アサクサノリ(R、喜入0口4Z31.221333,09415,636
         .。.一4アサクサノリ`R隼人o20一0・一2“194426
         与ろ、.サビノリ愛知県028916.6022ζ440.258・2265
         6スサビノリ唐津4401.93524.2416124睾。5212,003
         7オニーアマノリ鹿島0003800
         8オニアマノリ久志0o34130oo
         gIオニア・マ・ノリ(?)種子島o04838o37
         0マ..ル.4ミ・アマノリ名瀬29Z70935.1962Z99045,08870,393
         1マ.ルバアマノリ屋久島o01.3493813,53823.992
         {2マルパ了マノリ出水0603,01918.738。1.2492,654
         一3マルパ.アマノリ串木野o0o033D0
         14ヒロハマルバアマノリ=熊太県o1952348,748邑6141;103
         5ウツ・プールイーノリ大分県oo095一o704

         6クロノリ唐津O01361931.065772
         .!・ア・イ..チマツ・ノリ・出水oo1,6762.幻,97438,77118.821
         8?徳之島,oo03426335口
         'ダR.'a七roPurI㎜船ブラジルoo041o0
         2口了サクサノリ(?)出水o1763,5761921850,229ブ8,257

 ※糸状体の去キ殻表面生育面瀞、携当りの換算螢・

 イチニツノリは暗期12時間以上でよく放出し,最適暗期ぱ14～16時間にあると思われる。

 箪芦亭亭7マノリは放出最が少をいので確かなことは云えないが.胞子麺の形成状態と併せ考えて
 ..僻1勺知性の1軍い品種と考牟られる・

 ・早一ar七二㍗PWPΨea体放出母が少率く何とも云えなh・
 以上のように.盟胞子放出に及ぼす日長条件はいづれの品種も短目性であるが.種、叉は品種に

 羊.つ下多牛の差がある≒とがうかがえる。これらの差については。更に他の条件も考慮に入れて詳
 細に惨討する必嘩がある㌔

 V文一献

 1)黒木宗尚亡195フ)..:アマノリ類の糸状俵の生長。成熟と光条件I単胞子魏形成及び単胞
 子紬く目呼剛1)・軍批職告.・…ツ・..二・一。

 2)裏大宗尚。秋山和夫。.娃藤誠r(1962):同上互(2)、同上20,12・1～126

 …、1、琳神・騨辞二.(,岬):同上皿アサクサノ1の糸状体の生即成熟と張r
 牡=書〇一・・～1・・

 ・峠埼尊唯騨一(1…):甲キ耳種にキる脹作用の差異・同上・!ぺ一
 j38～156

 ・)一毒田宿夫一一叶山勝介r宅与志雄。星琴還(一):ノ1〕人工縮並びに養敵陣する班
 昭和書7年度岡山県水試事業報告書.62～73

担当郡村巌:椎原久幸
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 アマノリ類の生長に及ぼす水温条件

 幼芽の生・長と水温一

 工まえがき

 前年度棄、暖海性ノリ漁場での鹿正品一種を選定する目的で.了マノリ類の種、叉は品種の生育条

 件について品種生態学的見地から検討を進めているロノリの生育には光、温度、水質、水流、その

 他多くの要因が複雑に作用しあって香り、個石の品種にっいてこれら生態的特性を究明することは

 困難であるが極めて有意義であると考える。晶穏の比較試験については我国ξ野外の自然条件下で打

 つたが.I環境要因の複雑在琴動と一異品種の混入生育在とが結果の判定に障碍と在っヤいる。一方,
 室内培養実験はその結果が直ちに自然環境下に適応するとはいえないが.或る条件下で個々の特性

 を比較でき.再。現性を有する一ととでこの種の比較試験には有効左手段と考えられる。前年度は品種
 間に拾ける生長と日長条件7)について二、三の知見を与えたが、温度と光は密接底関係がある定
 め,両者の組み合わせによって各品種の好適条件を探求することが望ましいと考え走。太生は予備'

 的在段階として・数種のアマノリについて生長に及ぼす水温条件を比較検討し走結果、幼芽の生長
 と水温について二.三の知見を得たので報告する。ごめ実験では幼垂培養の外に.小葉徒培養も行
 ったが,一部品種を除いて2週目頃からクサ1ノがひどく結果がえられ=漬かった。
 太文に入るに先だち.終始変らぬ助言と指導を賜った鹿児島大堂水産受部曲中酬奪士,並びに

 野沢治治博士に厚く御礼申し上げる二叉、実験品種の入手に当って協力下きった.長崎県水産商
 工部藤松実氏、大分県水産試験場岩田∵夫氏,熊太県のり研究所山太文市氏.鹿児島県水産

 課日ヨ畑睦雄氏.当場塩溝琴夫研究員に謝意を表する。
 な拾・原藻品種の収集に当って・経奮の一部は昭和39毎度文部省料掌試験研究穀によつ牟。

      ヲモ。火ロロ・I

      κ原藻κ了呉～十暮水芸嬢植、室内探苗生月日'一果胞子付症・月=目      1K.55珊リ3者5・一一皿。865
      0K.7司了サク不纈一五雌鯉麹虻苅ぺ865貝・2266
      3K.104マルバアマノリ鹿児島県出水産氏然)瑚。236F損㌧8-65
      4K.95来ヒロハマノ〃{了マノリ熊太県棚。2565Iい165

      5K-05*イチマツノリ鹿提島県出水産硫然)孤。165W・865

      6K.67大分県津久見産決然)刃ト2365脳パ365

      アK.113米芸マルパアサクサノリ?熊本県→谷山産鋳殖)皿。2366

 皿材料及ぴ方法

 A実験品種

 光嚇示す品種のう蜘一・ぱカキ殻に培養し足糸状体か糟岬雌換試坤I
 κ7ぱ養殖ピピに着生し走{枚の葉体をすり潰して二次芽採苗し、桑芽し先ノサを材料とし先。
米1表実験品種

 州サクサノリ藍1
 末葉体1枚から果胞子付けした。その他は選別多葉庫で果胞子付けした。
 米*ヒビに着生の葉・体{枚から二次芽採苗した。
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 B実験方法

 a.採苗11L容ピーヵ一に糸状体を入れ,気泡式でナイロンせんいに採苗し.実験開
 始まで室温(5～20℃)のまま通気培養した。実験品種κアの二次芽採苗は芥体1

 枚を乳鉢ですり潰し、その液をビーカー中に投入し上記同様に採苗した。

 b.培養装置:冷凍ショーヶ一ス中(約0℃)にフkをみたした10L容ガラス水槽を置き.
 水構水をヒーター及びサーモスタットで恒温に在るよう調整した。光源は白色螢光灯

 40W,4本、20W,3大を用い、値温水糟の由心水中で35001岨であった。

 日長ば12時間照射(07-19時).12時間暗期とし走。

 c・実蹴鼠度:実験Iてば、25℃.17℃.{O℃、5℃の4区とした。実験亙では、

 20℃.17℃.14℃.千。℃の4区とし走。

 d.培養方法:250m熔平底:フラスコに人工海水をネックまでみ走し㈱300刑必)通気

 式培養とした。通気量は各実験区兵籍・量に在るよう留意調整しれ人工海水は由谷。
 下茂6)の処方によった。培養液は生長測定日毎(6～1巳日)に換水し走。
 幼芽の培燕僕験I)ではノリ芽の着生.したナイロンせんいを2cmに切り.各実験

 区に10太めてセツトした。実験皿の5～20π祝に達した小葉休の培養は、それぞれ
 10個体を供試した。

 e一測定観察:幼芽の場合はナイロ:・せんい1大をほぐし,顕微鏡写真として30個体以上

 を撮影し.後日葉体の大きい順に10個体だけ集長,葉山を測定した。小葉体にっし(
 ては,カラス板上にす早く拡げ集長、葉山を測定.後培養を続ける方法をとった。平均

 葉長をZ.平均葉山をWとし。平均葉面積をZWとして各区の生長を比較した。

 皿実験結果と考察

 実験Iの温度区分てば実験品種.κ1,2,3,5.6の5品種の幼芽について2月7日から3月

 4目まで15～24目闘培養した。培養開始隣の芽の大きさは協2の五島産十サクサノリが2-5㎜
 地の品種はO.1～α3腕の1～数列細胞の幼芽であった。採苗から約40日以上を経過しているが..

 1月の室温が10℃以下であったため.生長か抑制されてい先ものと考えられた。実験期間申の各

 温度区の水温ぱ1日3回(朝。昼。夕)測定したところ次のようであった。

 23℃区2ユ{土t4℃,i7℃区1ア5±t0℃,10℃区10.5±α5℃
 5℃区4,6一=1,6.C

 実験瓦では3月8目.から3月31日までの聞に各品種の2～20脇の小葉体及び実験品種花4.
 7の幼芽(α1～O.3脚)の培養を打つだ。実験郷紳の各漏.度区の平均フね温ぱ.20℃区が

 196土O.9℃。17℃区が1ア4±O.5℃,14℃区が14.2±a8℃.10℃区が1α3±
 O.4℃てあつ走。

 案I験結果は歩1図に示す。
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 No.1　佐賀アサクサノリ No.3マルバアマノリ

 No.2五島アサクサノリ  No.7　  マルバアサクサノリ？

 No..6津久見産アマノリ No.4 ヒロハマルバアマノリ

 第1図－iアマノリ品種別生長と水温



 No、5 イチマツノリ



 幼芽期の生長と水温

 平均葉長O・1㍗α3欄から開始した幼芽培養のうち・実験iの温度区分・(4～2章℃)で培養し
 た出水産子サクサノリ,マルパ了マノリ.津久見薩了マノリ、イチマツノリの4一種.はいづれも17

 ℃区が旺肇な生長を示し・次いで10℃・書5℃・5℃区の順に生長がおちた。特に・5.O区
 は極めて僅かな生長にとどまっ允。又.一23℃区は2週間目頃から葉体の巻き込みやちぢみ症.状が

 みられ.た。実験亜の温塵1区分・(10～20℃)で培蕃した2種のうち,マルパアサクサノリ?では

 20℃区がよく生長一し'一17℃.13℃。10℃の頗に生.長が拾ちている。一方Iヒロハマルパ不

 可ノ・i一はやや趣の異う先生長順位を示し.10℃区の生一長がよく。次いで。13℃。20℃。17

 ℃区と上蹴自勺低溜.の方に生.最適温があることを示している。

 実験Iてば各区の温度間隔が5～7℃と開き,実験皿では10～20℃の範囲しか古いために種

 類闇のより詳細な通水温についてはこ・の実験結果からは何ともいえないが.以上6品種のうちヒロ

 ハマルパ了マノリと他の5品種には生長通水温に差があるようである。1この5島種については概略
 の傾向・として㌔5～20℃の範囲一に幼芽生長通水温があることは推察された。
 叉.各溜.産区の生長差からみて,出水産子サクサノリ、津久見藤.了マノーリの2種ぱ1ア℃と10

 ℃区。の生長差が少いことから通水沼.の範囲ヨが広い比較的広温性の種類と想像される。一方..マルバ

 アマノリ.イチマツノリは潟.度区間の生長差が大きく,幼芽生長の通水温が狭温性であるように感

 じらカ.る。

 小葉体の生長と水温

 前記7品種について平均集長2～20㎜の小葉体を培養したが、五島産アサクサノリとマルパ了

 サク歩ノリ?以外の5種は高温区ほど自くクサレて結果をえられ在かった。ごの原因一の一っば実験・

 開始時の葉体を10π腕内外に揃える定めに長期に且ってI1O℃以下の水温で抑制培養したために起

 つ走のでは友いか芝推測され.今後の実験については開始前の経過条件を更に充分に吟味する必躍
 があろう。

 五島産子サクサノリ.の平均葉長2.4π堀の培養は実験Iの混産区分で24日間実施した。その結果

 当初は幼芽時の生長傾向を示しているが,24日後てば10℃区と17℃区は殆ど差が在く在り.
 4℃区も5週日から生長率が大となつて2ポ。区を凌.駕した。25℃区ぱ2週間後に葉体の巻き
 こみが著しく,3週間後には殆ど生長もを(チヂミやガ;ノ腫様症状を呈し走。17℃.10℃,5

 ℃区の葉偉は正常であった。雄性細胞の形成ぱ17℃I10℃区で2週間後に30～40而捌の葉体

 に僅かに認められ、3週間後ぱ23℃、17℃.10℃の殆どの葉体〔10～100弼〃)及び、
 4℃区ぱ20梛に達した1個体に認められた。

 マルパアサノリ?ぱ平均集長13π腕の葉体を実験皿の温度区分で15日間培養.し走。

 その結果10～20℃の範囲てば14℃区がやや生長がよかっ先が大差はみられず,幼芽時の生長

 蓬よりさらに差は少在く在っている。葉沫は各区とも正常であっ走。雄性郡胞の出現は1週間後。
 14～20℃区の30～40π唖の葉体に認められ、2週間後てば全区に認められた。堆性器の形成

 量は概して10～14℃区に多いように感じた。

 以上2I種の生長傾向からみて.葉体が大きく在るにつれて、低潟.度区の生長塞が大きくなってく
 るようである。
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 幼芽から成葉までの培養はア㍗・ラ了サクサノリ?1種のみ牢とξ茸火成案燕の生長通水温は幼

蓑音黒篤驚証幾練二1瀞機落悔珂
 朝鮮ノ加者秦ぶら1糠でll～{.一大難で・～・・としている。叉、林下茂4)の
 培養突撃てば育苗顛てば20±2℃・葉体培養には12士2℃が通水温であるとし・特に下茂・由
 香戸)ぱ目鰯反応について郷レ幼芽の生長ぱ1・一…がよ/。こ舳・叉は舳
 較差一(晴朗温低下).を与え亭と良好で・菱体の生長にも明期温14℃・暗期温10℃を与えたのが
 良好であったとりうq我々の今回の実験結果もこれらと同様傾向を示し・再確認するにとどまった。

 幼琴期の生拝適泳温について品種間に差がある珍苧戸牛は今回の実験から不充分であるが・隼「
 ハマルバ了マノリは比較的低水温でもよく生長すろことがうかがえ走。

 .w.I一文献
 1.).殖四三郎〔1957):海苔養殖読太、全海苔遠.143～144
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 4)由谷茂^下氏繁(1962)ニアサクサノリ類の生長に券よほす日長。光量拾よび水温の影響.
 農電研報告、62004.1～24

 5)下氏繁。申谷茂(1966):了サクサノリ類の生長に拾よぼす目牲渥週反応について.
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 アマノリ類の系状体から放出された胞子の大きさ

Iまえがき

 了マノリ類の糸状体から放出された胞子の大きさについては.・東京湾産テサクサノリについて山
 崎1)、須藤2)らか.松島湾.塩釜湾,気仙沼湾産.の7種のデ÷バについて黒木3)4)が報
 告している。聾者らば15品種のアマノリ類について糸状体から放出され走胞子を測定し走ので,

 その結果を報告する。

 材料及ぴ方法
 I供試品種

米1表供試品種

      κ原藻κ種.類原藻の産鈍.果胞子付け年月日魔.者
      1K79Po理卵rateneraK;TEL工1M・福岡県柳川亙・22.65養殖品種

      2…鵬…呼(壌g鹿賜県野口1山5.65同上鋤ヅ子)
      3K20米ROτ曲早1te・…KJ粋叫。p。.ψ喜入瓦?20,65天然岩石に自生
      4K83ROl工ndP・t叩・・aKJEL蜘榊。"隼人亘・22.65同上
      5RyezoensisUEDA愛知県亙。5,63養殖品種

      6K63P.yezoen昌isU画DA佐賀県唐津珂。^65同上

      7K39米P.den七ataK]一Eユエ払.鹿児島県甑島亜。20,65天然岩石に自生
      8K.58半P.s曲。rbicu1ataKこr固Lエ払一・名瀬河口11,65同上
      9K92米Rs曲。rbi㎝lata広J肌L弘"屋二久島皿。2865同上
      0K.104米P.sbborbiou工a七aK;TE工LM."出水W.a65同.上

      1K26米P.S曲0ホiCu1at盆k咽工正弘・串木野皿・20,6与同上
      12K72米P.ok醐㎜raiUE1Dム..佐賀県唐津皿・22..65同上

      1董K95米P.s1jborbiou1ataKこrELLM.fomaIati±oIiaTANAKA熊太県.い一1.65?
      4K・105来P.seriataKJE工LM踊児島県出水W。.8,65天然岩石に自年
      .5K93PorphWasP.鹿児島県徳乏島W.1,65商上

 、米印は原義1枚の葉体から稟胞子けけ。その他は選別した多葉体から果胞子付け。

 上記15品種めうち、9品種は原藻1枝の葉体を乳鉢です一り.つぶしてカキ殻10～、5枚に果胞
 子付け・し'バットで培養し衣。他め6品種は選別し走葉体(約10枚)から果胞子付けし、万年ト
 ロ箱セ培穣した。κ2・5の2品種ぱ1963佐3月に果胞子付けし足糸球体をカキ操のまま越隼
 培養したもので・他州品種は川推・月～・月に果胆子付け岬ので右る・
 これらの糸状体は特別荘操作も加えず,室温下で常法の培養を打つだ。
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 胞子の観察・一・一1'一∵・=一一…∵一{一1㌻一1'一11・・一二「㌧;二'一・ニニ。、
 上記の15品種ば1965佐9月20日からH月17目まで単胞子の放出実験'に供したも
 ので,その期問内に放出した胞子を観察し走。観察方法ぱ・内径45舳長さ15cmの須藤式沈
 澱管にろ過海水を満して糸状体カキ殻をつク下げ・沈撃管の底に敷いた円形ガラ・ス板瞳径43
 脇).に沈澱し畔蝉胞押直径を測定しれ単胞子ぽ球形徹っ先ものを鰍1口X40倍の
 錬徴鐘セ†目盛が!:・…声接眼1^メーターで測定し札雛個徽は・品飲つき何・
 個娃以上としたか,抜漉量の小差い4母種だけぱそれ以下にとどまった。叉・100個体を一度
 た測定すると二はきけ.実験期間申に一10」20便体づつ数自に分けて測定し走。
 な券,胞子放出実験期間申げ水温20±1.5.c照度500～35001uxで培養し札

 結界・等9考察
 胞子の測定結果は光2表のと拾りである。

 糸状体から放出された胞子の直径は.各品種とも多少のずれがあるがア0～169uの範囲にあ
 ?て.顕著凌叢は危い一しかし。平均値で比較すると。アサクサノリ.スサビノリぱ10～
 歩2表糸状体かち放出された単胞子の直径米

               単一胞子の直益.ω

               苛、班I60～♂9Z0～ア9&d～8.990～9910.口～10.9〃.0～1t91Z0・、t12.91ζ0～1a9仏。・'～。114.915.O～15.91&0一～.16.9.1Z-0～1ア9測定個数直径1u)平均値。標準偏差
               10110293買3410500o0{2410.6+t3

               2..ob一283022.17一5o・o一ooo一102"斗1,2'
               .一30027203532'150o0亡1111†7+t2■

               40014274ア38111口o00014710.7+1.3

               ・I50122402914100'0o01079ε十t0

               6o22032;41.82.30.ooo.11110.1+1.2

               7003511212517.2“00o8411.9+1.4

               80113275.2273口0C・一o0110310.3+1.1

               90o59.曼.629一25㌔5oOoo{071†5±t3

               00o・4111・25822{6.0.0一.o.qI1031t6+1.3一

               コo0.・01816850。.00・o.3811-8+1.O'

               20lq0o41010171口o・・箏4212.5+1.1

               30o.08161母2630...5{.q・o.10412.2+1,4一

               400o321112472117o104t3,4+1.4

               5o0一13520213211od84'帆妊t2

 尖胞子の離は新村が測定し走。
 米米沖1表のκと同一品種を示す。
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 光3表胞子の大きさ鰯往6資料)
 （糸状体からの胞子)

        研究者報告種類産地測定単胞子の直径(u〕11
        生母個数出現範霞1.平均値

        黒木宗尚1953アサクサノリ塩釜湾9ト1口～1わ㈹

        "〃マルバアマノリ松島湾10～125川O刮

        "〃チシマクロノリf?〕"12.5～1Z5
        "〃ウップルイノリ〃11～15

        山崎浩19引アサクサノij東京湾107、8.7～15.710.7来ば室者が文献

        須藤俊造19団了サクサノリ東京湾300ト1310.7から推定

        黒木宗尚一・1%1マル・{アサクサノリ松・島・湾8トg一側～固.

        〃一"スサビノリ"9ト10ト125～O軸

        ".〃コスチノリ気仙沼湾・9ト10ト125～(1出

        侠然で採集した胞子)

        K㎜ieda。
        且19397サ÷サノリ東京湾3010～12ノリ漁場ピピ竹から

        須藤一俊造1952アサクサノリ東京湾1179～13{O.8ノリ据海水から

 いuの問にモードがあ貞、マルパ了τノリは前2種よりや㌧大きい11.5u内外を示し.オニ

 アマノリぱ{2u附近,クロノリ、ヒロハマルバアマノリ、徳之島産.アマノリはi2～{2.5u

 そしてイチマツノリは比較的大きくけ4uであった。

 了サクサノリのうち喜入産種雌3)は平均値11.7uと他の3品種よりいくぶん大きく.又.
 マルバアマノリのうち名瀬産種肱8)ぱ{α3uと他の3品種よりや㌧小さい傾向を示した。

 1二の～=とは.他の形質について検討する必軍があるがI品種的特性を示しているのかも知れたい。

 既往の報告鉢3表)と比較すると..庇1,2,4のアサクサノリでは東京湾,塩釜湾産種と

 ほぼ一致し.スサビノリ肱5.6).マルパ了マノリ腕9.10.H)でも松島湾産種と
 殆ど同じ範囲にあつた。

 以上の結果からみて,胞子の直径ぱr般に養殖晶繍であるアサクサノリ.スサビノリてば比較

 的小さく.イワノリ系で大きい傾向がうかがえた。

 終りに臨み。実験品種の原藻を斡旋して下さつた福岡県の山下輝昌氏.愛知県本試,佐賀県水試
 木下和生氏,熊太県のり砂山本文市氏、並びに鹿児島県の関係地区改良普及員の方々に腰く捨礼
 を申し上け一る。

 在春一太研究の経.費の一部は文部省料崖試験研究費によった。
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 2)須藤俊造(1954):了サクサノリの生活史に就いて。特に秋に立込んだヒビ集率初音τ祥。く胞
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水産業改良普及事業

 工・ノリ養殖技術指導
 A昭和40年度ノリ養殖状況・

 こ、㌧・に使gた資料は開係臨協から.当本試へ報告された資料に基づいたものであん未報告の2・
 3の漁協分については聴取り調査し定資料をのせ走。

 ・t施設.数

 光1表た示すように県下16漁協管内で333経営体が網ピピ6364枚を養殖し走。
 漁場1・6.ヵ所のうち,太生はじめて養殖を始めたところが,牛根.黒之浜地区で、前年度ま

 で養殖した笠沙.鹿児島地区は養殖し左かった回特に鹿児島地区は日翫口25年当本試の試験養

 殖以来隼々産業的に発展してきた漁場であったが、漁場埋立てによって養殖漁場を失っ走。

 太存度は一部の業者が谷川漁場に入漁養殖していん

 経営体数は前年度と大差なく333経営体で。鹿児島地区の減に対し、川内.長島、谷山地

 区が増加し走0

 綱ヒビ数は前生度6414枚に対し50枚減の6364枚と凌った。即ち.鹿児島地区の
 750枚減に対し.出水地区の350枚増,野口地区の350枚増と、他地区の増加によって

 捨ぎなわれた。

 特言己すべきは前年度重で養殖されてきた女竹ヒビが全廃された。女竹ヒビ養殖はこ㌧4.5

 年来.網仁ピ転換による減少傾向があつ走が、前生度の網ヒビ秤殖の好調が認識された結果と

 考えられる。

 採苗別にみると一、天然採苗ヒビぱ981枚と全ヒビの15%と前毎度の約半数に減じた。天
 然探苗は前年同様出水.野口.長島地区が主体である。人工採苗ヒビは年々増加の顔向を示し.

 5583枚と前一年度より約90口枚増加したb

 人工採苗ヒビのうち県外の佐賀、福岡、熊太から移殖していたものが前年度は80%を占め

 ていたが太年ぱ50%に減カ,地元人工採苗の普及がみられる。

 特に垂水地区てば5一隼前から一部業者による人工採甫が行在われてきたが、移殖ヒビよ.ハ

 地元人工採苗ヒビの生産性が高いために次ナに人工採首ヒビか増加し.本年度はじめて養殖ヒ

 ビ158枚の全部を地元人工採苗に切換え走。しかも、牛根,国分地区.に鎮牟であるが試験的
 に移出をし,好成績をあげていることは注目されよ㌔(この項については「うし拾」労119

 号を参照)
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 第1表　地区別、採苗別ヒビ数㌻ 1
1

 ヒビ別iふ

 段＼
 数＼

出水16口

野口16

 東津。

長島30

川内20

☆
串木野3

岩本1

醤一入16

谷山47

加治木7

国分2

牛根一
垂水19

黒之浜{

 三」斗1
 手弟。

計3331

 綱ヒビ(枚)

 天然採黄i人工採苗

 地元ミ移殖午
250

54、

50

 …三0

o
口

0

871

02,295

00

0120

00

00

08C

00

00

{050

00

00

00

0153

00

50

00

{1口2,653

移殖1計
1.2503.795

 !1曜ヒヒ
 の榛一歯地

福岡'佐賀'熊宏

7548 佐賀

0{70  出フ帖音春場糸状体一
 から。

2050  熊太。

130130  佐賀。熊太

080

5555. 熊太

3131 熊太

 ・、、1251,230  出水。熊太

1818 熊太

2525  熊本'出か垂水1
55  ・垂水

C158

5口50. 出水

05

1414

出水

出水

2.7306,364

 ○漁協からの報告資料によった。ただし☆印ば聴取り調査資料か㌦

一334一



2.生産量

 一労2表に地区別の生産状況を示した。

 県全体の生産枚数ぱ349万枚。金額にして3771万円であった?生産別に比較すると歩5
 表にみると拾珍.39年度472万枚.3.7生産408万枚に次ぐサ3位の生産量であるが。ヒ

 ど1枚当りの平均生産量は本奉度548枚と過未5ケ鋤こない最低の作柄と凌った。却ち,35
 ～39生産の5ケ隼平均ヒビ1枚当りの生産量ぱ976枚となカ.これを平住作柄とすると。太

 症度はその56%と在り不作であった。前蛙度と対比すると.ヒビ1偉当りの生産枚数はフ4%.
 金額に換算すると89%であった。

 ナ2表地区別生産量

       「

       生産量肝枚)1=ヒビ1枚当主慶量(枚)備考       地区別くろのりまぜのりあ拾のり計
       出・水1.91ア2650.O..106-OZ65a26.99

       野口143.51z3'α316t12-94

       東津1,5001.59

       長島ホt02.0&0120

       川..内54.5691己912ア5981

       串木琴25.Oo025.0一312

       岩太o,1o0ひ{2
       一

       喜入.o00o0・

       容・山{5&092.O76.O3260265

       加治太5010.02α0155.O1,944

       国分O.5ひ30.21.O40

       t80-1"一一'1α12-O400

       1-5.アo0145.ア922

       黒之薬.o.3.t001-326

       書瀬・0・06.一'P0
       手葬?.ooo2,O143
       計一2,458.182α82P8,5邑4874548

 ○漁協からの報告資料によっ走。ただし☆印は聴取り調査資料から。
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 第3表・鹿児島県の年度別生産状況

       年度.経営体数葦殖ヒビ数j生瀧枚撒.・(千枚)ヒビ1橦平均生産枚数のり平均螂面錆一考
       30116'4.32.7農林統計

       951,23α5〃       31

       52{9・01,378.1382〃

       5319ブニ'2.1992733〃

       34230934-8467"

       55256邑口792,29t3ア25"

       36199zきハ邑05981,0625円73銭本試調査

       372682,3424,980・91,4827円32銭"

       38266高446至COユO80113円46銭〃

       3933064144725.O736φ円20銭農林(1薪水試)統計

       40.3336,364ξ48745481口円98銭本試調査

至気象.海況

 ○水温懐.児島):本試前定置観測

 40生産漁期{=g水温は歩1図に示した。夏以棄平鉦水温よりも低目を保って。特に9月に
 は急冷を示し.平桂より2℃も柱く在っ走。10月も∫畦よい℃低目を続け.11月に在っ
 て平年並かや、柾一自・た哀った。その後2月までは多少の上下はあるが。ほ∫平年なみの水漏.で
 2月後半から3別午かけそ辛鉦よりも高目となウ3月中旬には2℃高目を示した。

 ○気一温一一鹿児島):気象台車紅から
 9.～1.q月は平鉦より約2℃低目。一月には昇温して平住より逆比即2℃の高目となった。
 12～1月はほk平鉦並みを上下し.2月からは急に暖かくなって,平生より約3℃も高目が

 続い走。特に3月上旬は平生より6℃も高目を示し牟。
 .○降水量(鹿児島)1気象台資料から

 歩・図に示すように。平屋慎砒較すると・月は平屋並み一・服1小川は圭・倍・
 1う一月～2月は平生並みかや』多目,3月はt7倍と在っている。漁期中を通じて多雨の午て
 あつ.走。.

 ○水平面日射量鹿児島):気象台養料から一I-I一一
 労3図にみるように9月下旬から1口月拓筍たかけてと,・{1月由旬恒平年値よりも高目の
 日射最てあつ走外は概して平鉦より少左目の蛙てあつ走。
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第2図  旬別降水量（鹿児島)  ・気象台資1料

第3図 旬平均水平面日射量鹿児島)  。気象台資料



4.養殖概況

 ○探苗.期

 40生は北目太の冷害讐で異常気象とみられ早冷が予想されていた。龍己気象、海況で述べ
 た・ように9月の水沼.降下は急で、平姓より約15日位早目の水溜.降下傾向を示し走。従って採

 酋は{口月上旬の大潮期を主力に行なわれ札㈹水地区〕

 垂柏也区では例鉦通い。月下旬を主力に採苗された。

 出水地区で10月下旬の芽付き調査てば,芽付きは平生並みであったが,茅イタミが3口

 %もみられた。

 ○生長期

 10～11月にかけてノリの生育は概して悪く・,:1.0月下句に出水地区に佐賀から移植され
 た一2cm位に伸長したノリも脱落流失がみられた』一時に河口漁場ほど著しく,沖合漁場に軽微で

 あった。そのため.沖合漁堤への再移植によって被害防除が行をわれ走。この時・期はノ1j芽の

 発芽生長・と,2次芽の増芽に!とって重要液時期であるが一〇月中旬からH月上句にかけて
 約2・O日間の気温の上昇と.水温の横這い111.0月前半の多日射当によって.芽イタミが起った

 と推測され.H月後半てば150榊に券よぷ多雨のため、河口漁場の水イタミ等ノリにとっ

 て不適な環境が結いた定めと想像される。

 12月に入ってからは寒気が強まり..気温、水温等も平鉦並かや㌧低目を保つだ㌧め.ノリ

 芽の生長も回復を示し.生産期に入っ走。早期採曹のヒビはこのようにノリ芽の流失等で生産

 にあずかるものぱ少在く、太住ぱ2次芽採曹網ヒビで生産をあげたといえよ㌔2次芽採苗の

 うち11月前半に行凌づえものぱ不良で。11月後半から12月前半にかけて採曹し先ものが
 好調であった。

 ○生産期

 出水地区では例年い月下句から摘採糸行なわれるが,太生は12月中旬頃から開始され.

 後述のように共販出荷の傾向からみて,2月。中旬をピーイと一レた生麗を示したのが特徴であつ
 走。

 野口地区は例年地、子ダネによる安定した生産を保つ漁場であるが.河口漁場であるため12

 ～1月にかけてもノリの生育は不振で、1月後半から沖合漁場で生産があがった。

 長島地区てばアマノリの生産は皆無に等しく、{2月の2次芽採曹を行をつたものが僅か在

 がら摘採した。.叉。ヒトエグサばr般曜隼脊順調で華?たが一月上旬にドタグサレが発生し.
 流失が続き不調であった。

 鹿児島湾地区では一垂水地区を除いて主に熊本県か一らめ二人工ダネを11月下句頃移植して開始

 されたが、ノリ芽の脱落流失が薯.しく、生産に結びつくヒビは皆無の状態となつ走・
 従って、12月に入って再全形櫨を行なった谷山地区の菜業者ぱ1～2月に好調な生産をあ

 げた。

 垂水漁場では1月上句から生産期に入り極めて順調衰生産で.2月下旬でも全ヒビが真黒と

 いう状態を示していた。

 国分地区は熊本,出水.垂水の3地区の人工探苗ピピを移植し比較した結果、嚢水タ'ネだけ

 が生産をあげることができ走。

 牛根地区は太隼はじめて.真珠母貝養殖筏を利用したベタ流し養殖を試験的に行差った。ヒ

 ビは垂水深黄ρもの号枚を12月20日に移植し直ちにベタ流しとした。当時のノリ芽ぱ2～
 3伽に伸長してい先ものである。1月上旬には著しく伸長し.摘採が行なわれ{月下旬にも
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 2回目の摘探をしたが,未経験者の定め充分な生産をあげえをかつ走。12～1月の日射量は

 平轍や!少㈱鉦てあつ鮒銚とってぱ好余生と考えられ㍗㌃=」鵬麟
 内でのペタ流・し養殖に二とろて一石を投じ足といえよ㌔
 以上のように太生ぽ{一0■1{月の異常な気象,海況によってノリの生育初期に大きな打撃
 をうけたが,それに対処して・次芽鮪・再移楠を手地に実施し先人は漁鰍半午生産をあ
 げることができ走。従って生産をあげ先人とそうで哀い人の差が大きく開いた6

 5、共販状況

 県漁違主催による出水共販ぱ36鉦度からぱじま珍5鉦目を迎えた。水柱産の総出荷量は306
 万枚と総生産駐の87茄を占め・前年度とぼ=圭同率であった。

 地区別出荷蹴㈱㌘か呼㌘ζ.㍗出水が86%を占めI野口'叩ミそれ
 ぞれ約5%位と在っている。

 共販による海苔の単価の変動は米4表にみる一と巻ウ2月3日のオ3回共販重てば12～15円
 と高値が続いたが.歩4回の三月24日以降は6～8個と下落し走。その主因は九州全般にわた
 って2月中旬に生産のピ⊥クがあり大量の出荷によるものと推察された。。
 歩4表時期別共販状況(県漁連資料から)

    L'鋤舶一出荷最汗約一.平均蛍価(円)
    112.23,252.412.“

    一2i・13一537115-i9・

    32・3815.212.92

    4224手32α2a31

    5ミ;I・13133.0&56

    計ξ05Z9{O.98

    カ5表漁協別出荷状況(県漁連資料から〕

    漁協別出荷画数出荷量肝枚)・=平均単価円)
    出.水5ら6495{1.22

    野口316tべ6.83

    .川内353.8."o

    '八房4{&71α70

    ・鹿児島2{一8.312.24一

    谷山292952

    垂水一・ぎ一・一145-712.10

    牛.摂工t負8・ξ5

    計邑05ア9=..、{.α字8
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 B指導状師
糸状体培養指導
採苗才鱗圭

養殖管理指導

 そ一の他

 出水市漁協培養甥を主に,垂水地区に?いて指導した。
 出水市漁協での室内廉苗は肯2生目を迎え、昨佳同様の空気噴流式採苗

 法で指導し走。採甫ぱ10月6～8自に網ヒビ150枚に行っ走。
 採苗成績は良好であった。～=れらのヒビは主として、出水市潟.古浜地

 区に配布され,生産実績は黒かったという。
 垂水,東町(ヒトエグサ)、指宿市岩太筆の地区での採酋について、張

 込み水柱その他の技術的指導を打つだ。

 ・出水野口・垂水・牛根地区について指導しち

 鰍麟蝉によるrの熾技術修練合」畔席峠隼の作柄と今
 後の管理について』を説萌指導した。

担当二新村巌

 皿わかめ養殖技術改良試験

 南隈漁場として制限要因の多い太県下のわかめ養殖については.従来.一消極的在増殖手段が講じ

 られてい在がら.環境の変動に大きく左右されて顕著を効果は期待でき津かつ走が。同名利3.声佳度
 から積極的在栽培養殖をはかろうと.岡野段の培養か字引続いてのい牟牢養殖といgた㌣連戸試験
 を打つできた。.二.一
 合鉦度は、養殖戒綬を支配する配偶体の培養に電点を拾き.38毎度一までの海南培養から.陸上

 コンクリニトタンクないしは室内小水槽内での培琴にきクかえパ生産された種苗縄で養殖してか在
 りの好結果がえられ.普及奨励の段階に達した。

 I種苗綱の培養

 a)コンクリートタ:・ク培養
 ○場所:出水郡東町薄・井陳町漁協の施設)

 ○採苗月目,わかめ原産地、培養数:5月12目.東町葛輪産,約ら,000榊

 ○方法:硬質ビニールパイプ(径18肌堀)を60x55伽に細工して枠とし,これにク1ノモナ

 糸く1号、36本)を約200肌巻きこみ、遊走子づけしてからt3物8容のコンク

 リートタンクに25遵吊下げ培養此。成実葉は約20時間蔭千ししたもので一種糸
 100伽あたり5株を使用し走。

 ○培養管理と結果:培養開始後5目目に歩1回の換水を行ってから10月まで毎月2回全量の

 換水を行をい、H月にはいってからは大体5日間隔で換水し,10月25日12枠

 八月22日に13枠を自然海面のいかだに吊下げてt5椛屠)、芽胞体の伸長をは
 かった。

 培養タンク内の水温,比重,光線量は毎日測定し研究グループに委託)、その句
 平均はオ1表に示すと拾りである。
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 第1表培養タンクの水温。比重.光線量の旬変化

         水温比重照・度備考         一

         表薗最高最低一'1
         {9121.218.824.812,000～4,500一

         20.2'2t519325471,500～45-00一

         上21221,520.225.311.00口～ん500

         w一串21.922-521-O25149400～1,O00遮光■一■■一一一一'
         下2t522-220,525-55500～1,50-O

         上2&825020.824.86500～1,500
         孤中26.92Z52t224.91300～2.00口

         下2ア528.025.O25,27300～1,500

         上2ア52782&524.65300～4,OOO台風で側板はがれる
         w中2ア828.'2ア025.口9300～1,500

         下2ア928.22フ;225.68"

         上26.7ヰ2ケプ26.11・'25.25・一リ,
         一一一

         延.串24.22&824.924.89"

         下22.824.422.225.75〃

         上21,722.82t5一25-50〃

         X一由一'21.822.520-824.95500～2,OOO

         下20-922.520.O25-351,500～5,000上屋掩い.側板1部取外し
         上一一195=21.018.ア25.53〃

         x幸一一一・18.620.51ア225.66""
         下15-918.514.525・84

 水温は5月中旬から6月下句まで22℃以下、7月上旬に至って23℃以上となり

 配偶体の休眠期にはいった。この休眠期までの期間が比較的長かっ先夜めか。配偶体

 が20細胞以上ヒ⊂徒長したものがあり・しかも種糸枠の上下反転の回数が・培養初期
 の撃階で劣率珍っ衣ため・かなりの成長ムラが認められた。
 夏季昨尭けるタンク内の最高水温ぱ・28・2℃を示し允が・配偶庫の生残率は極め
 てよ一く。10月中旬には弔んど芽胞体に発芽し。最高3肌最低α06肌刑に達して。
 種糸{Cm当ヅ0～40大の発芽がみられた。

 .明光下に春く時期がやや鐸れ.(10月下旬)・枠g反転も充分でなかつ先走め・枠
 の上の部分だけがよ=≦伸拝.して相当の差違が生じたρで,水温が。2・4一℃前後になる9
 一月.中三下旬には光線壌=を大きくし,枠の上下反転も頻繁停行を.うべきと思われる。
 10月24目沖出しした{2枠のものは、養殖縄に展開し先12月上旬には.すべ

 て肉眼可視の芽胞体に伸率して。最高1卵純華するものがあって付着物の着生も少
 をかつ走が,い月22目。沖出しした辛.のは。最高1.8ππでまだ肉眼で認められ在
 いものが多いという差が生じたことから.成熟促進衰いしは芽胞体の伸長をはかる定

 めの神出しは.東町地先の沿岸本濫が25℃内外に低下安定する10月中旬に行うべ

 きであると考える。

 この培養成績によって、菓町地先の三シクリートタンク培養作業の基準として。
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 5月中旬r率走子付け・釦k・5月下賎ξ月下旬一換水・上下反転・。明光下で配偶
 依の晟長をはかる。7月上旬～9月上旬一換水.遮光で配偶体枯死の防止.9月中旬
 二換水.上下反転ユ明光下で翻個体の再生長.成熱促進、0月中旬一汗出しで芽胞

 体伸長保準{1月下旬r養殖縄展開といった過程が考えられ亭。.
 b5室内水槽堵華.
 ○場所:宏嬉実験室
 ○採甫月日.わかめ原産地、培養数;

 5月2{日蔦輸地先・340肌

5月27日野口地先.130物.

 6月2日一阿久根・山川地先・各120仇

 ○方法1径4π祀のビニール溶接棒を20×8㎝に加工したものと、22x12㎝のガラス板を

 枠としてクレモナ糸({号、36大)を巻込み,遊走子付けしそから15Z容ガラヌ水
 槽に収容して培養した。

 ○培養管理と結果:高水槽とも培養開始後5目以内に歩1回の水換えを打ってから.7.8月
 を除いて毎月2～彗回全量換水し、換水の都度KN0,α〃/之・,NaHPd、αo.29/Z
 を施肥したほか。6月下旬～10月上句にかけて2個の水槽牢水道流水の水浴中に収
 .容し、他の水槽は室内に放置.して水温の翻節は行在わをかつ走。
 光線量は水槽位置牟かえることによって加減したが1500～ζ0001uX).高水温時
 に拾ける録高226℃)枯死は少率.く.10月由旬に停芽胞体がみられるようになっ
 た。しかレ水浴千に収容し先ものは.盛夏でも水温2.6℃以内にとどめられ走机明
 光下に拾いた時期が10月中句で遅すぎたため.芽胞体の発芽が拾くれた。

 H月下句.全水槽のものを東町地先へ沖出しして,12月上旬には最高2,5硯切.平

 均α・1咳鱗購レ発芽数は糸の全敵1伽当用本以上みられ・特に岬さ
 れ走夏季g水温上昇も予想外に悪影響は左かった。
 以上の培養試験によって生産された種苗縄は.普及員を通じて研究グループあるいは.

 漁協へ約ξ50qmを配付して試験養殖された松範島地区を除いて6地先とも良好在
 成績をえた。

 互いかだ養殖試験

 ○場所:東町葛飾市菜崎岡坤先
 ○牽卒ξ目といかだ台数:
 高輪地先,12月5日50m1台.100椛、台

 、・市菜崎地先・12月2日5p物2台
 ?い苧だρ鐸造,規模一

 下図のと参りで亭る。
 50～ノ00切

I2“
 昂縄6n/肌・''ムー

 かり網1.8m/卯≡

缶

 18m/mわ欲わ
 2～3晶
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 g雫込多方串。:径・1=8砕のわら庫や牽養殖縄く!して,.層苗縄牽約1石㎞間隔で逆巻付けし、水
 I深川層払1..戦閲岬で・7・抑駆・径・mの=わら友やで吊下悦即ち予めいかだ
 ≒養殖縄は海面に施設←て拳き・・はレから縄を船上に時よけて櫛甫縄牽巻きこみ・順次
 拾もりをっけて高下げた。

 ◎試験結果:葛輸,市菜崎両地.先の12月下旬から3月下句までの表面水温の旬平均変化は米
 1図のと拾りで,各句とも葛輸地先が低目を示し.12月下旬～3月上旬玄で・ぱ15℃

 ナ1図

 以下でやかめの成長適温に章っている堺市来崎地奉で体12月下旬までし5℃以上を
 示し.もらに2月下旬にをるξ15℃以上に上昇してきて。.和かφ蔵長適温の期間が短

 珍へ
 .ヒρ水温変化が示すと捨り。わ

 カ池5の威:=展は布芦.図.()とお'り,
 同じサイズの種苗を同じ時期に

 華璋し先ものでも相当の差違が
 生じ・蔦輸地先では1月下句・
 すでに1仇以上・に伸長・して出荷1

 レ衿φ客ρ峰対し、市菜崎地先
 で寧d2月中旬牢至=ってから1
 ㍗以上と奉り始苧て擦販された。
 プ方、・種苗サイズの翠涜るもの
 を同時期に養殖.レた場合のわか
 め成乗をみるξ一..才亨図のとお

 りで・㍗。一上旬・平均8腕の
 芽磐体を張込々たものは順調だ
 生育しているが.平均O・7硯唖の

 芽胞体のものは成長が赴くれ、

 {ギ下旬頃孝ヰ兵く伸び始めて
 はい蹄、・書助禦には末枯れ
 現象がみられて、3月上旬でも 才2図地先別わかめ成長



 1肌以下であった。

 このととから早期生産。却ち

 1月由旬頃から採最するため
 には、11月下旬の養殖開始

 一時には,芽胞体が5肌π以上に

 達し走種苗を使うべきだと思一

 われる。特に食害生物である

 ワ1ノヵラ類わ多い漁場では,

 芽胞体サイズと養殖開始時期

 との関係を考慮する必要があ

 うう目.市菜崎勉、先の1台は.=

 芽胞体サイズが小さすぎて.

 食害蓮がわかめあ成長量を上

 廻?た衣や発芽が極めて悪く。
 殆んど収穫ぱあげられ左かっ

 た。,.

 涜年原産地易岬わかめ成長
 率は.歩4図に示したと捨り
 で、野口、山川産のものは成
 雫が劣っている。これは芽胞
 ・.俵†イズ章ミ小さか9走関係も
 あるカ….成葉に達し走場合の
 大きさは,山川地先産のもの

 を除いて.大倣原産地わかめ

 の形質を保っている。山川地

 先産のものが.特に愚かった

 のは当地先が外洋性の漁場で

 あるのに対し.内湾性の漁場

 で養殖したためでぱ友にかと

 思われる。

 労I痢'  種苗サイズ別わかめ成長(市来崎)

沖4図  原産地別わかめ成長(葛輪地先)



 .ところで採取量については。試睦触旦別,成実葉産地別の生産量をみると。米2表に示し
 一'一'先と奉りである。

'斗2会
            ㌔1=一・.

            b先原藤地・養殖縄数養殖縄1侃当生産量1/3レ重6採取月日い1〃1・ぴ7ψ2ψψ口
            '富1論一1クシク)肌150}             至46'9-62タ115ヌ230タ113
            I聾一I口'儘内'50t724640            .葛翰=''I歯久根(・)502.2
            一山一川7一一・'ジ.50t24llトぱ
            筆㌧輪一秒シク)一I仙O2.9590多95g7ロタ4評

            市一..菜一.一峰・軍=自I催I内I-50o
            阿久根ピパ')'一一5o0

 用ち。高輪,一市来崎同地先ともタンク培養した蔦輸産のものが壷もよく,養殖綴1物当
 り3Kg以上の生牽をあげたのに対し.室内培養の野口,阿久根、山川地先のものは、い
 ずれも一喜晦払下であった。
 .特昨・市来崎地先の野口・阿久根種ぽワ.!カラ撃に食害され,全無生産はなかった。挟
 一。取さ導衣壱李=め律b生わかめとして水俣。牛深。阿久根市場に出荷し走が、価格がK多当
 り40。円ト1。ニヰg貝の安値であった定め,養殖縄1肌当り300円の粗収入は達せられ

 ..、在か2た。華単緊の増大もさることながら・1一生わ多噂としての市場開拓,よ力経済性の
 高い加工化咳蓼薯在問題点として薄されている。

瀬戸口勇一
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